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行政社会譲葉　第嬉拳　第玉暑

第3章　自由民主党政権初雛の知事選挙

はじめに

　戦後の知事選挙で、農業嶽講綴合はほぼ一貫して、保守系与党躾補の安定し

た推薦議｛本であった。　しかし、至95暮暮牙難こは農1霧が野党連合季1癸補の痔玉・£詳的推薦

麟体となる事1馨が続鐵した。

　第i～2章で遽べてきたように、すでに欝欝～溌年には千葉、鶴根、鶴賀、

愛媛で農業鐡体の聖職知事離れという形で、また欝55年には山影と三重で、新

人の農秣官僚躾補への鱗讐という形で、その事醗があり、欝欝～55年には繋農

臨連合会の幹蕩が青森、石繰で野党難事躾補となっていた。

　そして、欝蕊～63年の時鱗の特轡は、樂農協中央会などを緑体とした政治縷

鯵（農協政治連簸など）がその会長を労農提携（鮭会党の推薦〉の知事躾補と

して擁立し、難事選挙の主役を演じたことであった。その事例は、表9のとお

りであ鯵、東龍、北陸を中心とする農業繋で、労農堤溝型の知事緩i補が続毒し

たことが確認できるむなお、欝灘～誘奪の山内、鞍谷は農協の一蕊に推薦・支

援されたもので、察農協連合会の諸式な薙薦はなかった。また、雄蕊～58奪の

富山、藏鶏、滋賀の場合は、雄篇懸体に自1蔑党繋会議員の反主流藻グループが

含まれていた。そして、このような事轡雛、欝64隼以降は欝67年の穗井だけに

醸定されてしまった。

　この時難の繋保守政界の分裂、農協の野党化、労農提携、野党連合の勝瀦と

いった一連の選挙致治過程は、どσ）ような要饗によって展饑したのだろうかむ

欝57年の蕪島の事弼は次章で改めて譜繕に分析することにして、この章では、

その難の事溺について農協の動鶴を重点に分析し、これらのことを解鯛する。

　なお、第i～4簾の麟1霧褻分は、農織政治連蟹運動の成立（欝57年争議鵡県知

事選挙）、その全1薦的発展（欝58隼韓懇第6議全馨農協大会）、その終葱（鰺撰
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　　　　　　　　　　i鶉§年代の一驚事選挙（4〉（窮月竣洋）

年農業基本法の成立）を捲繧にした。なお、農震政治力結集運動の全蟹的展弱

については、序章で紹介した空井論文（臆○碁）を参照されたい。

　表9　総轟§一総年代の農騰推薦野党知事縷補
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行政娃会論集　第驚巻　第i号

第嘩簸労農提携の成立

1餐　窟城　穏§6年9月

　第4懇宮城県懸事選挙は、宮城音五躯知事の任難満了・引退によって、欝56

年9月欝8に実施された。そして、大沼康1紋抵会党公認、県農協経済連合会

長）、撃壌冬男（無湧羅、講知事、内務官僚）、遠藤実縮民党公認、票議会議

長）の三つ謹戦となり、保守分裂による漁夫の秘を占めて大沼康が当選し、東

北地方襖の娃会党員知事となった。この講堂パターンは、第2章で触れた欝襲

～55年の鳥取、兵庫、大分と共選するものであるが、この知事選挙の特籔は、

農協各県連の幹部と農協縫合長会が擁めてその纏織代表の政治進塁をめざして

活発な活動を麗麗したことであった。

　前短事の宮城音五郎は、「生産繋構想達（工場誘致〉および財政再建という政

策課題と県議会の多数野党であった嚢露見韓策との両懸で学者知事の無能力を

暴露し、農業振興でも見るべきものがなかった。そして、当選時の支持母体で

あった羅民霊党や無断属（公歪会）の桑議、社会党、労灘緩合から見放された

うえ、旧自由党系の県議から推薦された早壕麟知事に票政の実権を掌握されて

しまい、暴くから影の薄い存在になっていた。それで、r宮城再選なし」を繭

提に、各勢力による次簸知事繰補の選考は宮城知事の任簸切れの一年以上繭か

ら始まり、参議院選挙の候補者選考とともに保守合縁蒙後の桑政界の焦、点となっ

ていた。

　雄56年7月8濤の参議銑選挙は、改憲・再軍備闇題が争点とな鯵、社会党が

護憲・平穏を烹張して全醒的に躍進した．そして、東跳地方でも社会党は秘密、

由形、福島の三鼎で新人候補をトップ当選させ、全国区の得票も紳ばした。岩

手奨でも、社会党推薦の千霞鉦が三選された。東龍で社会党が躍進した理由に

ついては、「東訛の農村地帯がようやく経済的に背き詰まり、新しい農業政策

を求めて社会党への関心を少しずつ深めようとしている証左だ」という指摘が
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欝講年代の鷺事選挙（磨（巧刀俊洋〉

されていた総。この7～9月は、自民党政府が束髪開発構想を発表し、社会党

がそれに対案を提示した時窮でもあった。窪民党政懸案の重点が外藻から民懸

資本を導入して鉱工業振興を馨るものであったのに耕し、社会党の東跳騰発構

想は、国営開発事業によって農業の近代化をめざすもので、具体的には大規摸

な麗墾・千振と土地改良・灌漑事業による増産計画であった麟。大沼によれば、

積雪寒冷の承懇単作地帯にとっては、農業の遍代化といっても二毛作や有畜化

による多驚経営・生産性向上は羅難で、まず土地改良による土地環境の整備が

必要であった韓。そして、欝5§年代前半の爺土総合開発計懸が、結局大難布・

工業地帯晦けの電源開発事業偏重に終わ甑棄跳の農業振興への寄与が小さかっ

たことに換えて、欝灘年代後楽の自長寛の開発政策が臨海翻（纏台湾など）へ

の工業誘致に重点を置いたものであることが、購らかになりっっあった。これ

が、本来保守的であった東北地方の農協鷺係者が一鋳的に自民党から離れて、

社会党との連携に向かうことへの抵抗感を瞬き下げさせた要遜であった。

　この参議院選挙で、宮城察地方区（定員i）では高橋進太郎（元裂知事、霧

民党公認、前職）33万粟、轟橋富士夫（宮教継委員長、縫会党公認、新人）24

万票という結集であった（投票率65霧）が、落選とはいえ、社会党の雨避が顕

著であった。この選挙で、自畏党桑連（祭政同志会、藥議29名）では、次の知

事選挙に墨駕したかった高橋（進）を参議院に再びまわしたこと、選挙事務長

として高橋（進）当選に貢献したのが桑議会議長の遠藤実（懸民主党系、桑違

反主流諏）であったこと、の二つの理由から、その後の知事候補選考で高橋

（進）と遠藤の発言権が強まむ、早坂灘知事を擁立する霞麩露見系の県連主流

滅との主導権争いが激化した。

　早毅覇知事は、7月下旬に宮城難事の推薦を受けて、その後継緩補となると、

早々と串馬を表窮し本来の支持母体である警蔑党県連主流派（今野貞亮、小杉

十躯ら葉叢葺名）に換えて、無所羅の公鑑会（総名）さらには桂会党県議の一

蕊をも取む込んで、支持基盤を拡大し圧勝・独走態勢を構築しようとした。そ

れで、早藪は8弩と旬自民党本部の岸信介幹事長を詩筒して、無所属のままで

　　　　　　　　　　　　　　　　一5一



行政社会譲葉　第藩巻　第i悪

自民党から推薦を取鯵付けようとした。しかし、この攣藪の行動は白鬢党本藻

や繋選議蟹会議員から不興を買う結果となった。そして、主流滋累議の長老支

醍に不満を抱いていた自畏党羅違反主流嶽（渥代文太郎、高橋文五郎ら県議捻

名）は「二大政党対立の時代」に最鋳から無断霧躾補を推薦することは政党の

本筋ではないと烹麗し、党人鑑補1こ露熱して、自滅の長：老格である遠藤議長を

擁立した。そのため、8稽上旬梨政属志会は畢坂嶽、早坂支持の中鷺派、遠藤

滋に分裂し、申立の立場にあった吉野信次繋連会長（運輸大臣）や地元財界人

による躾補一一本化・察連分裂露避工作（攣坂の入党による遠藤降ろし）も功を

奏さないまま、8弩228繋連選挙対策委員会は公認猴補選考の本藷一任を決定

した。そして、告示を過ぎた8擁271こ蓬、嚢羅党本部は党員優先の漂鑓から遠藤

を公認し、繋連は渠議羅分裂のまま懸事選挙に突入してしまった。

　縫方、社会党県連（察議9名）は7還の参議院選挙で高橋（審）が麟遍の越

寿票から鱗万票に欝票を紳ばしたことに気を強くし、有力候補の擁立によって

知事選挙勝利をめざした。まず、桂会党桑連は県蔑に名窮を無られた長老絡の

菊地養之輔代議士に鐡馬を要請したが、菊地に趣意はなく、党本部も講会での

議霧を優先して現職代議士の難事選挙鐵篤に消極的であった。この鮭会党の選

考もたつきは、自民党県連の分裂統争を励長ずる効果をもたらした。ようやく

嫉会党繋連は、8月23霞になって次善の猴補であった大沼の公認を本認に申請

し、縫農県連、察労評および農協縫係者の大沼支持を取む響けた。

　それまで、藥綾織連協議会は、畢巌と遠藤の対立には無事選不介入を申し合

わせてきたが、大沼が餓馬を表明すると「農協の大沼憑人聾「農民代表」とし

て鼓力に支持した。大沼の串馬と労農礎携は雛会党県連からの礎案によるもの

であった。しかし、農協嚢1孫者は大沼の選挙のために農業鐡体選挙対策本部を

結成して緩織の総力を投入した。本蕩長は農協纏会長会の会長が就任した。大

沼は、選挙戦闘始後患馬の動機を次のように語った。

　「学校卒業以来、私のやってきた運動は農業政策が重点だ。しかしこれは農

業卜摺本の枠内に醸られていたので、私の主張するところはそろそろ張界点に達

　　　　　　　　　　　　　　　　　6一



ig諺年代の知事選挙（尋）（窮月俊洋）

してきた。籔えば米懸翼題にしてもほとんど代議士まか慧で農業懇体と政経と

の離離が遠すぎるんだよ。だからわれわれ農業鐵体の要望実現はなかなか鰯待

できないんだ．しかし、このような饗題も難事という立場からすれば進めやす

いし、私の政策も生かして麟ける。つまり、夢が実現できるということだ」難。

　三滋の選挙責任者には、馨坂嶽は本題俊一（糞民党麟代議士）、遠藤滋は高

橋進大鋸（自民党参議醗議員）、大沼滅は吾1野吉夫（社会党県連会長）が各々就

任した．この選挙で暴政をめぐる争点となったのは、累積総懸擁の藥綾、ig懇

年度だけで縫癒霧の赤字という財政の再建策であった。そして、宮城繋はi弱6

年5ヂ1に地方財政再建整備縫進特甥搭羅法の指定羅体となり、今後9年麗で職

員i．玉総名を麟滅しながら財政を整鍵する計画を8月に自治痔に承認されたば

かむであった。この計画の立案者は鯵教護難事であ鯵、遠藤はそれを承認した

桑議会の議長であった。大沼は桑費の締約、税収の確保をはかる一方で、棄詫・

北海遜の添字毯体が懇結して政府に桑績据え羅き、再建績の増額を要求してい

くこと、および藥職員の解雇はしない、昇給響賂は完全実施することを公約し

た。それに対し、遠藤は政1膏の東北醗発に沿うことで梨民駈得を増やし財政力

を強化していく、早藪は再建計灘を実行する、と公約した。

　選挙戦に入ると、早くから準備を進めた撃壌滋が県議の多数濠、漿籔懸会、

難1樽長会などの支持を背景に優勢となった。しかし、農協陣営が予想外に活発

な活動を震弱し始めると、大沼諏が金梨下で遠藤滋を揮え、馨娠振を追い込ん

でいった。週初、保守陣営は市町韓の「農協の鎧導者は保守系だから」と甘く

発ていたが、畢藪、遠藤の地盤である癩美郡、薬療蔀などでも、農協幹部の鷺

では、2§雑駁と農協運動一本でやってきた大沼への懇待は大きく、被らは「農

業藥には農蔑代表を」「党諏を超越して農癡人を鐡したい」樹と、大沼支持の旗

織を鮮明にした。また、同じく攣籔の地盤と晃られた登理郡でも、農臨綴会長

はこの選挙を「農協の浮沈をかけた・戦轡と位鐙付けていた。

　縫方、政党灘は、縫会党本部が鈴木羨．i三三郎委員長、河上丈太郎鑛霧、佐々木

甕三選対委曇長以下多くの幹部を大沼簿援に投入したのに対して、蛙1蔑党は繋
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速分裂に嫌気がさしてか、吉野信次、愛知揆一ら桑選出国会議員さえ、遠藤癒

援に来なかった。

　9月2膿の投票結果は、投票率が薦墾の76．？％から総．7％へと大きく下がり、

これが労農綴織に敏絶した大沼海に有孝彗に薄いた。そして、大沼聡万、早坂懲

万、遠藤欝万で大沼の大勝に終わった。早坂が優勢だったのは2帯（塩釜、気

態沼）3郡（瀦美、玉造、鮭鹿）にとどまり、残むの郡市は大沼が鰯覇した。

　早坂諏の惨敗は、県議や瞬栂長という地方有力者の顔だけでは、有権者が動

縫されなくなっていることを示した。また、大沼が雛8罷票分の蔀編で5万票、

全県で8万票の差をつけて撃壌に大勝したことは、社会党県連にとっても予想

外のことであった。投票馨直講に、社会党は2～3万票差の辛勝と見ており、

早教派の地盤の古耀市、石巻毒、柴蟹蔀などでは負けると計算していた。そし

て、この大勝の要馨は薪労総績織が患うように動かなかった事実からして韮

「農協のカに負うところが多い葺のは明らかだとされた1き｝。

　当選した大沼は、「農樋の購買力を高めることによって中小企業を潤す」と

いう公約にもとづいて、農業振興（土地改良による農家経営の安定）、中小企

業対策（鮭資条件の緩秘）によって地元産業を育成していくことを就任の抱負

としていた／§1。しかし、まず大沼が直慰したのは、財政再建のための県職員、

教員の大量整理・昇給昇賂延期鷺題であった旛。

　この欝56年の7～9薄にかけて、§民党は青森、羅馬、宮城、富山と達っの

鷺事選挙で地元桑連が分裂して、公認候補を落選させていた。それで、岸幹事

長は9月2細本離の総務会で、霞民党不振の原因として葺党内諏賎翫争、2）

地方緩織の未整騰、を鮨嬉し、難事選挙での躾補一本化のために本部に地方選

挙対策機関を設けることを検討すると報告した㈱、

ゆ　大沼康　餓台市生まれ　楽選時鰺才。京翻帝大（農）卒。全蟹米穀販売購買総

　合連合会に入り、全躍農業会米穀課長、官賊桑農業会勤務をへて、鯵54年宮絨

　繋経済連合会会長とな鯵、農協の赤字解濤、農擁綾織の再建に尽力した。欝4§
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雄蕊年代の矯事選挙紛（窮月俊洋〉

　年i月衆議駿選挙に無藪属・農耕青蛙隼達鷺推薦で官妓一区から立躾補し落選

　していた。i蕊3隼娃会党に入党し、欝欝奪参議錠選挙への出馬をめざした。

1勃　溝龍新幸灘懸6葺三マ月i2曇5六桑下露票の跡をみる」

（31海龍新鞍欝56葺三7月然8ヂ東麓麗発の構想ま、岡9月欝～錘8「社会党の東銘

　騰発講想珪

鱒　海鹿新報総総年8肩298「躾舗者に饑く②涯

麟　溝龍新幸灘偽6卑8月2鰻「候補者に饑く②葺

麟　海龍新穀欝5§隼9月2～3蒙「矯事選の表構を探る」

繕灘噺轍§56奪9題娠r終盤戦を現惣こ見掛
麟　海跳新報欝欝隼9月22警「よく動いた農協綴織」

麟　溺愛萩報盤誌奪9月22醤紅大沼新知事の麹負を縷く藩

鯵　ゼ宮城桑職員縫合運動史書鴛鋸葬、i韓～聾3ページ

鯵　海鷺新鞍欝欝葎9鴛298紅経読　警甕党の人気玉露9月3総「自震党、惣事

　選に完数達、朝霧新幾欝56隼9月26欝「党首羅に不鑑の声淫

（21　富田　　総§§年9月

　第遵回塞出県知事選挙は、ig麗年9月2細、高辻武邦知事（内務官籐）の任

鰯満了に伴って実施され、露灘民主党公認の成懇数次幅蜘事、内務官僚〉と

野党連合・県政麟新協議会推薦の岩蟹実（県簸売購買農協連合会長、購水郡大

島村馨長）の新人闘士の対決となり、畜雛が勝利を収めた。

　この選挙の譲提条件の第一は、察民党県連の知事選挙挙講の遅延と失敗であっ

た．富山県内の保守勢力は、嚢民党県連の結成（辮欝年3月）と参議醗選挙

（醤年7月）の際に、内部対立を懇遷するため難事躾補の選考を不簡に付して

きた。それで、自民党県連のなかには、繋議団を中心として高辻難事の三選趨

馬・自民党入党を有力観する意見と、遷会議曼を中心に三選反対・県政麟新を

めざす意見が欝存していた。そのため、参議銑選挙が終了して、7月下旬に高

辻知事が突然県議会で野勇退声萌涯を発表すると、自民党梨連では知事選挙の

告示までiか月しかなかったため、公認緩補の人選に漉裁が生じた。高辻の後

継者として灘知事の絞馨政次が有力規される一方で、保守系の撫藤濤…（東京
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翻教育長）、曝本宗醗（漿教畜委嚢、県厚生農協連会長）、そして吉蟹実らがい

ずれも反高辻・三選墾鑑を訴えて膨馬の意思を購示していたからである．

　条件の第二は、繋農協幹部の知事選拳拳籏の勤向であった。繋農協中央会長

の森丘諾唯（戦時中に県会議長、戦後繕民党靉靆、繋共済農義達会長を兼務）

と新湊市農協縫合長の内藤友聡（難民党代議士、i辮4隼農鉢政務次富、松替謙

三三三諏〉と吉田実の三人は、擘くから反高辻桑政の姿勢を鱗醗にして寮内2鑓緩

合、8万農家の農協綾織のなかに支持勢力を育成し、吉田実を政騨に進出させ

る準嚢をしてきたようで、高辻知事が勇退声明を議した時1こは、すでに農協を

背暴とした有力知事躾補とみなされていた。この森丘・内藤嵯讃1グループが、

反高辻を蕪張して農蔑屡と桑政界に影響力を鉱大できた要饗は、欝縫駕以降の

デフレ経済下に、農協陣営が農業予算の醜滅、農産物輸入の競始、米穀統凝撤

廃総懸、農業羅体再編議題などをめぐって鳩由内難の河野震撼と対立した際に、

高辻知事が農協擁護の態度をとらず、農業補筋金を麟滅したことにあったよう

である。

　馨髭党県連は、まず寮内の各支鋸に知事躾補の推薦についてその意露を聴取

したが、成懸の崖身地の融膨警をはじめ多くの郡市が成1編彗知事を推したのに

対して、錐西部の高麗毒と瞬砺波郡では高辻、射水郡では吉懸、繋棄誌の黒部

購では森丘、■ド新辮都では撫藤と各々地元鐵身の候補を叢i篤した。それで、§

民党繋連は8月中毫讃こ三羅にわたって選考委員会を麗娃して人選を進めたが、

銭羅か吉羅かで結論を鎧せなかった。それに鰐して、i籔売購饗達、農協中央会、

郡塔農臨連絡会会長会議では、欝濠知事繧補（銭懇）撰斥を訴えて、　・致して

農協躾補を推薦することを決定し、さらに8ヌ舞聾1には苫懸・森薮二嶽の農協緩

台長たち懸人が渠農髭繋駕を結成して濃林縫餓こ集中されたデフレ政策の

シワ寄せ打雛のため」「農幾の政治力を結集して強力な農業施策を実現しよう涯

と声明を発表し、農協惣事実麗をめざして姜1蔑党戴達に膨力をかけた（メ雛三…本

新鹿欝弱年8弩2鑓ヨ）。また、社会党と繋労協は娃会党躾補にこだわらず、高

辻憂流（威嶽〉と鰐決すると暗に労農鍵幾を示唆した．

…緯一



欝欝年代の一鷺事選挙（違）（瑳刀俊洋）

差暖党繋連のなかでは、1繭の■…牽｛繍進まないため・1豹松太郎纒務禰・

松村謙三（元文擦）ら霞会議員露の肇トダーが、8湾2藍i、漿連選考委員会と

曝会議員繊との合縁協議会を東京で闘催し、賛二大政党対立の時代であ馨公

認躾補を立てること、2）森疑麟問紅働きかけて吉螢を降ろすこと・を確認し

た。しかし、森丘は高辻繋政延長反蝿を主張し、一L京を拒否してしまい、吉霞

は重力、松韓との会談でむしろ自民党の公認を要求した。それで、警民党桑連

と霧鐘滋の講停は矢数に終わった。寮内の商工闘体連合会と土建業協会は成蟹

を推薦した。8月27露、霧民党の選考委員会は成懸擁立を確認し、8月2§響白

房党県連大会は灘公認を決定した．しかし、県内で毒謝求職高聯媚民

党支部が事実、L吉懇支持のままであった。飽方、8月2鍛、農業縷体代表者会

議が吉鑓、森丘、内藤、由霧県議（城端郡）、郡市農協連絡協議会会長によっ

て聡縷され、祭政麟新、労農提携、吉蟹擁立の方斜を確認した。8月2鰻、農

業懸体と社会党、県労協、それに農民属盟、吉懇後援会を超えた繋政麟新協議

会が結成された。会長には森丘、幹事長には淳生連の出本家闘が就任した。社

会党と吉懸は米の統麟撤廃反対などを掲げた県：政敵策協定を成立させた。陽8、

嚢民党繋連携の吉泌羅（内藤、森廷、三藥議）は§民党革新クラブを結1浅し、

霞蔑党票連は事実上、成懸諏37繋議と吉懇滅に分裂した。8鵬銀、社会党は

吉田を知事躾補として推薦した。結縁、農協陣営は霧民党に公認を求めながら、

労農鍵携の野党連合に転換することで、離県艇長反対・藻購立を貫鰍

た。

　8月欝欝、知事選挙は告示され、選挙戦が吉灘と成遜の講演で竸始された。

1雛暮派が案外からの企業誘致による至二業化と祭政麟新、官僚知事反対を訴えて

醸浅と高辻・成霧の離反を策したのに対して、威懸諏は農工中心の総合露発を

峯張して、農民からの支持をとむもどそうとした。選挙戦は農幾票の奪い合い

と働、吉臨が各部献労農饗携磯美郷噺騒議会を縅していったの1こ対

　し、自民党は総耕謙三代議士を先頭に各地に農耕振興講襲を結成して、吉綴灘

の農臨幾係者の切諺崩しに本腰をいれた。しかし、松韓は露分の薩系の内藤た
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行政栓会論集第総巻第i号

ちを揮えることができなかった。

　9月鰺9の吉懇滋・奨政麟新協議会総決起集会には、県外から農民運動・農

協関係の縫会党代議士（足鹿覚、岡懇宗溺、三宅正一）と全農中央会代表、石

塀渠農協中央会代表が参撫した。自民党渠連は、吉田諏に走った三繋議を陰名

越分とし、内藤代議士、森丘顧鶏の除名を後試した。これに対し、内藤は吉懇

振の薩長党新湊市支部を結成した。9月留8鮭会党の浅沼書記長は、秘蟹博雄

代議士を搾って吉蟹の慈援に来県し、「労農提携で必勝を窮す、娃会党の紳び

憾みめ原國は中小企業と農民の支持が疑りないことであり、社会党は頭が大き

くしりすぼみの状態だから地方選挙を坤ばしてピラミッド型に持ってゆくよう

に努力している」と野党連合への期待を語っていた。

　9月箆8の投票結果は、投票率75．33％、吉懸鱗万、成醗欝万で吉遜が当選

した。吉懇誠1よ射水鄭（吉灘の地元）、高岡・新湊市（内藤の地元）、下新郷

郡（森丘の地元）で圧勝し、3か月麟の参議院選挙における挺会党票に欝万票

を上乗せし、成灘諏は当時の自民党票から3万票減らした。吉灘派の勝露は、

早くからの選挙準備、一年間かけた緯織活動・新人待望の凝民難論、農家の絶

大な支持と革新の綴織票にあったといわれた。それに対し、成懇誠の数霞は擁

立・公認の遅れ、自民党公認を過信したこと、高辻県政後継イメージがマイナ

スに作琴肇したことにあったといわれた。

　この富山藥知事選挙は労農提携型野党連合の成立と勝利の最擁の事擁である

が・その要馨としては、i）農協県連・農協縫合長会が一致して現梁政延長反

対・現知事後継反対の姿勢を貫き、農協幹齪の知事躾補擁立1こよる農協の政治

力強化をめざしたこと、2）当民党県連が内部の分裂・抗争と幹薬の統翻力の

欠如によって、知事候補交替人事に失鼓したこと、3〉これらが蔚提となれば、

保守系の代議士一粲議一篇町轡長中心の有力者支醍では、農村有権者の大規模

な自民党離れを梅壷できなくなっていること、4）県労臨・社会党の「上げ醗

（労纏の綴織票・護憲卑称の浮動票の拡大）と知事選挙での労農提携戦術の採

弔、の4っを旛鶴できる（髭馨本新鹿、塞出新鹿）。
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1§5縫i代の知事選挙（4〉（功刀俊洋）

　春霞が当選すると、9月27蓉、隣の石撰集から懸谷充実知事が当選祝いに富

山を訪れ、9月2§呂に当選したばかむの宮城の大沼知事も簾えて、農協知事と

して3人が協力していくことを確認した。

第2節　労農提携の展開

韓1　滋賀　　総§8年籍月

　第逢回滋賀渠短事選挙は、鯵58年簸月3§猴、現職の任簸満了によって実施さ

れ、新人の谷口久治郊（繋農協中央会会長、興農政治連盟・社会党推薦）が現

職の森幸太郎（発農林大臣、自民党公認）を欝万票業餐5万9千票で破って当選

した。投票率は68、9％であった。

　この知事選挙は、磨残党県連の主流滋（森知事漁・鳩山買主党系）と反主流

羅（服藻岩吉元難事諏・吉醗自由党系〉の権力抗争というのが、第一の性格で

あ鯵、欝58年5月の衆議院選挙で主流派の鰻i補者（宇野宗鑑など）が乱立して

全滅したこと（当選者は社会3、霞畏2〉を契機に、反主流派が桑政の主導権

を奪繕するために知事選挙で巻き返しに出たものであった。反主流諏は、瞬年

8月末、谷饗（霞民党藥連禮談役）を擁立して森難事再選瞳止をめざし、谷欝

は9月上旬立緩補を表隣して密民党桑連に公認を求めた。そして、反主流滋の

代議士（今井麟藁連会長と堤康次郎〉が谷馨を支持したため、鎗鴛中旬から自

民党県連は分裂し、抗争が顕在化した。

　第二の性格は、全羅的な農民政治力結集運動の滋賀県における員鉢化であっ

た。滋賀県の農臨中央会では、臆56年簸月に農政醗究会を結成して農政運動の

強化をめざし、欝留年3月の総会で政界進出の方鋭を決定していた。そして、

欝§8隼8月、谷嚢が立緩補を表鳴する直前に、県翼農政治連盟を結成して政治

結栓の手続きを済ませ、来年の察議会議員選挙に農民代表を擁立すること、そ

のために市町村単位の農協に支藻を結成していくことを決定した。谷口の立候

麟、隷と翻していて、春霞1羅囑声騨畿たって桑農鵠各連合会の了解
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を求め、蚕糸や農産鞠纏絡の下落縷題は農協だけでは解決できない、県農政を

強乾して農業経済の悪此を克験したいと述べていた。紛月i羅、県農協中央会

は興農政治連盤の結成大会を闘難した。

　縫方、社会党漿連はこれに響癒して欝惣5蕪谷嚢推薦、労農提携を発表した。

縫会党華ことって労農提篶蓬こよる農緯進轟、農畏麟の獲得は政権をめざすための

課題であったが、滋賀銀地方労麟縫合評議会のなかには察蔑党の谷欝を推薦す

ることに不満が強く、後にこれが鶴市藩での抵投票率の療因となった。§民党

桑連は、鎗月鴛蛋il多数淡で現職の森公認を決定し、欝弄舞懇党本部は森公認を

裁定した．これに対し、欝月3総興農政治連襲は谷嚢推薦を決定した。農政連

は、当鱗渠議会選挙準鶴優先秩暮事選挙ノータッチ3の方餅であったが、谷欝

の趨馬を追認し、支援する彫となった。谷豪強は銭鷲董雛無所羅・野党連合三振

（白襲党反主流濤乏、農政連、擾会党）の捲i薦垂こよる串篤を声き饗した。縁日、谷

1二1諏察議は白襲党桑政麟新羅を結成した。今井県連会長は谷嚢を支持して辞征

し、嚢民党県連は完全に分裂してしまった。谷口が出馬できたのも、自民党反

主流滋が主流滅に対抗できたのも、つま鯵野党連合が結成できたのは興農政治

連盤の政治力を見込んだものであった。

　興農政治連盟は、禁内絡7単旋農臨のなかにi簿支藩を結成し、連難員総，総○

入を擁していた。この難事選挙の第…と第二の性賂の関連について、地元新鹿

は「こんどの森一谷1㎜1薄決は農政連が火付け役となった」（滋賀欝薮萩麗欝§8

年猛月4E彊）と達べていた。

　選挙戦では、谷嚢諏は森藥政を羅返・諏翼による権力政治ときめつけ、野党

連合三諏の政策協定を発表して、中小企業政策重筏、棄教綴との話し合いによ

る勤評幾題の解決を公約した。逆に、森羅は農業振興（土地改良事業、多驚経

営化）を中心とした総合瞬発5か奪三計籔を中央政府の支援で実現すると公約し

た。谷縫羅の勝露は、森緊政の実績が乏しかったことと、農協・労緩の績織力

といわれた（謬滋賀梨塗　響癩鑛　第2巻　行政編遜i劔尋奪、ゼ滋賀渠議会史

第7巻選欝83年、「滋賀li葺1新懸藤）。
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繕　富籤　轡弱隼3欝

　第5麟宮城藥知事選挙は、農協出身で社会党の大沼雛難事が任難を2年透く

残して、欝欝奪琵聾2嚢突然病死したため、3擁葺1急遽実施された。当時、

蔵内の各政治勢力は、4弩の統一一一地方選挙、§簿の参議銑議曇選挙の準備中だっ

たが、知事の急死によって、それらを知事候補の擁立に切諺替えた。

　察鼠党藥連では、繋連会長の三浦義男参議綻議員（金鑼籔、運輸密濠、63才）

が地方区への鞍替え出馬をねらっており、地方緩・現職の吉野信次（光商工大

臣〉との講整がっかな紅・でいた。そして、知事蟹1補には、元譲知事の高橋進太

郎参議醗議員（地方区）が、遺族会や建設業騨など有力支持慈体を擁し「絶輯

に勝てる人」として、麟連一致で推薦された。しかし、姦矯は蕪露と逆に、ま

だ3年余の任難が残っており、露政に意欲があると宅躾して知事選挙出馬を羅

辞した。それで、繋連会長の一三浦は繭繕知事選挙の時のような繋達分裂を懇遷

するため、蘇身が責任をとって知事選に立猴補することにした。三浦は県内に

は馨鉄欝孫者しか震蕩の支持褻鱗本がなく、桑幾に顔を知られていなかった。し

かし、自己犠牲的立鰻補がかえって藥連の結束を燐めさせ、代議士や桑議たち

の協力を瞬き申した。

　地方、舞髪1眠勢力では、縫会党渠連が参議號選挙1こ綾補者を擁立しようとし

て人材難に陥っていた。大沼知事の護身母体である農櫨勢力は、欝58年欝月宮

城察農政磯立連盤（会長は袋光雄・繋農協繕灘繰合連合会会長）を結威して、

繋下に強力な圧力慈体を築きあげていた。農政連は、大沼知事が農民待望の農

家負績整理条簿（欝金の麗子補給と低利融資）を提案した鰹に、農民党県議が

野党竣勢で条翻案を轡抜きにしたことに反発して結成されたもので、反自民色

が強かった。農政連は、欝欝奪にはいると、参議醜選挙に藥農協中央会長の斎

藤圭助を擁立する準霧を嬉め、また、4弩の察議選には選挙籔一人の農協績

会長躾補を擁立し、大沼聾事業致の讐党察議を増大させようとしていた。大沼が急

死すると、非白髭勢プ翼ま、大沼体凝（葬i書1残連合、労農提携〉の継承を確認し、

縫会党難連、農政連、繋政1糠薮会（大沼与党の保等系難解霧禦議）、繋労鐡緯
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令評議会の墾諏連合を存続させ、その最大公約数として麟知事の西宮弘（内務

官僚、52才、茨城藥出身）を大沼の後継者に想定した。しかし、窪畏党の候補

者が地盤の弱い三浦に決まったころから、響嶽の建豊みが毒しれ、各濤穀ま勝算を

頼んで§瀕の推す候補や、自濠の条件を強く主張し始めた。社会党渠連内の左

右濠溺対立を背景に、藁労評の左諏グループは社会党独自の候補あるいは西窓

の鮭会党入党と公認という「原則論」に露執し、農政連と県政矯志会は西宮の

無辮霧を騒諏連合の条件にした。それで、佐々木更三（社会党本認選鰐委員長）

代議士の提案で西宮の無藤属・社会党友での出馬が決定したのは、告示麟饗の

2月3懇であり、翌日、墾嶽連合は革新桑政県民連合（会長は欝野吉失投会党

県連会長）という西宮派の共翼綴織を結成した。それで、醒派連合の選挙運動

は趨遅れ、共麟体舗が寮内の各郡市以下に整備されたのは、2月中旬になって

からであった。

　知事選挙の購緩が事実．振自民党薄社会党の一騎討ちとなると、この選挙は

両党にとって「負けられ轟一一戦」となった。社会党にとっては、大沼知事の弔

い合戦であ鯵、佐々本選対委農長の地元で東詫唯一の縫会党難事のポストを守

れるか否かの縫いであった。縫方、自民党にとっては、6年ぶむに宮城祭政を

保守派に奪還できるか否かの麗墾であった。また、再見の統一地方選挙・参議

醗選挙の勝数を占う麟購戦でもあった。それで、両党は2月中～下旬の国会会

窮中にも掬らず、岸総裁、鈴木委員長以下幹藻を宮城県に総出動させ、異例の

徳援合戦を展開した。

　選挙戦では、両陣営は東龍開発（纏台湾工業地帯）、財政再建、農漁業振興

を政策争点として提起し、それを実現できるのは中央直結の§民党知事か大沼

県政継承の棄民連合知事か、と有権者に訴えた。また、綴織戦では三滝諏が露

民党代議士の後援会、曝議羅の地盤、町繕会、商－会を支持基盤にしたのに嬉

し、西宮派は都南翻で労醗緩合、農韓で農協の綾織力に敏擁した。しかし、爾

候補とも桑戻に顔が難られず、魑人的魅力も不充分だったので、政策対立や勢

力薄立が候補者イメージと結合して有権者の離心を顕在化させるまでに至らず、
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ヂブームのない難事選挙」「有権者の静かな離心韮といわれた。

　また、両派の勢力が拮航して大接戦が予想されたため、縫竣の有力者、騎替

長や麟村議会議員たちは、2か弩後の露分たちの選挙への影響を懸念して、知

事選挙への慈度を鮮明にすることをためらい、そのため末端の選挙運動は低講

であった。

　それで、勝数の焦点は、講簿営による綾織の窮鯵崩し、異郷的には農業藤体

幹部の争奪戦となった。三浦諏は、毒舞舞の農協幹蕩を察幾党に引き入れるこ

とに全力を繧注し、「狡農政連窪をス欝一ガンとする農幾政治連鷺を結成した。

その中心となったのは、農協内の霞民党察議、土地改良繰合、森林緩合、農業

会議、そして畜産桑連の幹藻たちであった。これに対し、西宮娠の主軸である

農政連は、案下2総の単位農協のなかに鰺§の農政連支離を結成して反撃し、青

奪部、婦人認を主体に薦町赫単位で祇会党・労縫との具縫を震弱した。

　3月i馨の投票結果は、末端の選挙運動が低調といわれたにも拘わらず、投

票率が鱒％と薄轡よりも鎗％も上昇した。そして、三浦3§万5千票、西宮鍛万

7千票、共産党の鈴木蓄蔵i万票、三浦は8千票差の辛勝であった。蔚懇の知

事選挙では、分裂した保守滅、翠坂と遠藤の合爵が詑万票、大沼の労農提携が

騰万5千票であったから、今羅の選挙で投票率の…1二野分臆万票の大半は欝激し

た函富嶽が獲篠したと推定できる。そして、薦諏の得票差は市部と郡部で各々

4千票であり、三浦派が藪宮諏に大差をつけることができたのは、三浦の鐵身

地とその周辺の古辮市、灘美都だけであった。つまり、三浦諏は保守地盤の農

栂で苦戦し、逆に西宮滋は圧勝のはずの鹸台灘で伸び悩んだ。三浦派は保守統

一のカによっても、農政連の活動を揮えることができず、藪窮滋は大沼桑政に

不満をもつ左滋労鐡繕合の力を充分に結集できなかった。1三浦嶽は「勝数に勝っ

て選挙に負けた」といわれ、農繊麟策、農業振興政策が三浦肖民党祭政の篠懸

となったG

　4弄・1の梨議選挙では、無瞬属の新人が予想外に大量進出し、自民党惨敗（欝

から溢）、縫会党現状維持（鴛）、農政連不振という結果となった。農政連は、
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26人の推薦候補を立てながら当選者は畦人にとどまり、新人は全員落選した。

これによって、農政連は薬議会進鐡の患鼻を挫かれ、参議院への躾補擁立を甑

念ずるしがなかった。そして、農政連は政治鐡体寵せず、職能・圧力懇体の地

位にとどまった。

　4年後、欝§3年2考舞4翼、第6露宮城漿知事選挙が実施され、鳶辮悪縁様、三

浦義男（白鬢党公認、麗職）と西宮弘（無海霧、繋農政連繧闘、欝総年から社

会党の衆議院議員）分一一一騎討ちとなった。渥宮は椎会党、星縫覚、共産党、桑

労評、巽労評、農政連、漁致連の各政党・霧鐘が結成した鼠輩桑政確立連合

（会長は馨野吉夫社会党県連会長）によって推薦され、今織も労農提携の反難

民戦線が成立した。しかし、この難事選挙で麟麟とちがった点は、霧鼠党の代

議士や三浦知事の後援会が整備され、毒簿替に豪渓党支藩や青年部・嬬人離綾

織が結成されたことと、西宮撮の主軸である農協罵農政連の西宮支援体麟が毒

隣村レベルで動揺したことであった。毒霧鐘終1ま、農協の役員層が三浦漁に緩

いて自民党に入党する者が現れ、「茜宮農政」に鱗侍する農協春奪部・婦人蕩

と対立するようになっていた（湾詫新報婚63年2舞拓欝）。選挙結果は、投票

率鴨．欝％、三浦勢万票、蓉宮蕊万票、藍妻民党は嶽く農栂で西宮滋を瞬き離し

再選を達成した。

麟　茨城　欝弱年4月

　第4回茨城梨知事選挙は、欝欝年藁月23欝統一地方選挙の8程で実施され、

新人の岩■ヒニ鄭（縫会党・興農数槍連鐙推薦）が、鱗選をめざした現職の友末

洋治（広島繋出身、内務宮鎌、自由民主党公認〉を澱万票対雛万票で破って峯

選した（投票率82．28％）。保守王蟹茨城で、戦後県政史上最大のニュースとい

われたこの知事選挙の政治遍程を調べると、野党躾補轟選の要灘1こは縫渓党梨

連の知事躾補選考の失敬に簾えて、農政連の強力な政治進鐵意欲と地域振興政

策の問題が存春三していたことが確建惹できる。

　友末洋治1ま、欝選知事として茨城に赴任して以来、藥内の総保守勢力を与党
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として三麟の公選に圧勝し、董獲年隅県政を撞当してきた。まず友末鱗選を支持

したのは、臨蔑党渠議籏多数諏・主流諏⇔一ダーは宇田辮源次郎県連幹事長）

と毒驚馨長たちであ鯵、友末諏は茨城極互銀行会長の大内聾之覇（農民党翼、

元茨城察農協中央会長）や郷舞湊南長の宮原庄騎が中心となって、欝58年緯月

2笈葺繋政懇談会（友末後援会）を発足させた。会長には禦鱗村長会長の絹糧籍

が就任した。

　それ1こ対し、友末籔選痩鰐を掲げて知事選挙立躾補（擁立）をめざした勢力

は、野党の被会党繋連にとどまらなかった。保守勢力のなかでは、総鬚徳寿

（羨大分渠知事、茨城繋鐵身）と徳鱒宗敬（冗参議院議員、綴織会）が霞畏党

公認を求めて擘くから薬内で選挙準備を進めていた。そして、欝欝年8月齢嚢

から黙観党察選鐵代議士会・県連役員会が聡かれ、来春の知事選挙の候補者選

考が開始されると、繋連会長の簾藤高藏ら羅会議員たちは友末響選不可の意見

を表隣して県議羅と端宣し「党本部の公認したものを推す、分諏行動は認めな

い」（地元楽衰残輝まらき」）という結論しか窪窪せなかった。これ以降、藪i蕪三党i桑

連の代議士・繋議合同会議は、翌欝欝年玉月中旬まで、友末諏の県議露舞と葬

友末候補を模索する国会議員撰とが掃立しつづけ、「人選見送鞘罫結論持ち越

し」の会議を重ねることになった。そして代議士会は・友末を来年の参議貌に

まわし、徳瞬か纏震、あるいは友末嶽の後継者として友末鍵近の大内竹之助を

矯事猴擁に想定したが、一本化にむけた調整は進まなかった。縫方、鯵総葬9

月から蛙会党藥連も友末醗選謬熱ヒを主張し、独1彗躾補擁立を摸索しながら、岩

上二郎（風連露長、颪連簿農協繰合長、全覆農脇連震麟委員長、繋農協中央会

理事、ラ岩梨農協春蚕翼連蟹委員長〉の立｛疑補を議莞蓄響できず、人選を進めることが

できないでいた。

　このような短事躾補選考をめぐる灘幾党繋連の内部対立と被会党渠連の人材

難を条件として、醸内の経済麟体は「友末饗選反対」と独善1候補擁立の運動を

醗給していった。まず、！弱8年9層51－1、曝晦一｛二会梨愛協議会が麗催され、中

小企業政治連鷺（鮎遡義介総裁）の鹿部ブ欝ック支部結成が協議された。そこ
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では、友末難事が法人事業税の減税に膜鰐したことが問題となむ、中小企業の

経営者たちは友末の発言に不満を表明していた。そして、葺月下旬、中政連支

部準織会は友末四選反麟の態度を聡確にし、総鬚徳寿か贅内勇之勘（水戸商－

会議所会頭、茨城桑商工経済会長〉を難事鑑補に擁立することを方舞とした。

中政連が友末知事に反嬉した理由は、友末が法人事業税減税に反対しているこ

と、友末祭政に充分な中小企業振興政策がなかったことであった。さらに鴛月

6馨、中政連繋支認は結成大会を開催すると、反友末の立場から知事選挙で農

臨政治連鰹と協力していくことを決定した。

　この欝58年秋には、中小企業の利益政治運動の活発化に麟嶽されて、全国各

地の農協で農民政治力結集運動が展開された。8月下旬には豪家で農出漁耕政

治連盟結成協議会が騨催され、全国綴織牝が試みられて墾た。そして、盤月6

目第6鬱金蟹農協大会が棄蒙で雛催され「農民政治力の強イ毅が決議されると、

鐵癒していた茨城桑の農協各連合会代表は合購会議を鵜き、超党派で農蔑と農

協に理解の深い独自鰻補として大内竹之助（県農協中央会顧問）を知事選挙に

立てることに一致した。農機藥連の幹藻たちは、自民党内に大内擁立の動きが

あったことを雨提に、保革講陣営の協力を求め、赤城宗徳（内閣官房長官、麟

茨城県農協中央会長）にこの決定を伝えて超党諏擁立の講整役となることを期

待した。また、農脇難連の幹蕊は登用から鎗月にかζナて、県下の各地籔、各市

町村単位で農協緩合長・維合員会議を雛催し、農協致治連鷺の結成、大内擁立

を決定していった。鎗月5羅、農協桑連の幹認は、茨城県興農政治連鷺を結賎

し、県農協各連合会と農協各地挺協議会の幹部が役員に就任した。委員長には

県農協中央会会長の外麟綾近（霞民党桑議）が選鐵され、「県政縫新、友末躍

選反蠕、大内擁立」が「農民政治力結集、農業振饗政策の確立、予約米の減税

特捜廃窪反対韮とともに決議された。

　農協勢力が反友未の立場から友末縫返の大内を擁立したことは、嚢民・社会

講堂の知事選対応をますます羅難にさせていった。大内管之励自身は、健康不

安と友末支持を鷺独に鐵馬を拒否しつづけたが、赤城宗徳や欝民党の代議士会
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欝欝年代の鷺事選挙（塵）（功刀竣洋〉

は「大内は党人であ甑代議士、県議が一本1こなって推せば引き受けてくれる」

と主張し、桑議蟹と韓立しながら大講に鐵鶏要請を継続した。友末難事も「飯

に議長党が大内でまとまるなら」という条件で大内擁立に反対できなかった。

それで鎗月24欝の蟹会議員・県議会漏選挙対策委員会では、友末は参議醗に送

る、大内・纏懇・徳耀・竹内の醤氏から知事候補を選考するという提案が串さ

れたままで、結論は明春へ持ち越しとなった。

　地方、社会党察連は、鴛月末中政連、農政連の動向を反独占・反察民の性賂

を持つとして歓遽したが、友末・大内・徳鱗は§民党・独占資本の代弁者であ

む推薦しないと主張し、大内擁立が挫叛することを難待した。そして、竹内・

総欝、襲岩鉦の王氏のなかから「反友末雌の連合戦線躾補を擁立したい、そのた

め県政政策臨定を弔意している・と声購を発表した。

　年が明けて、i月露澱、祭政懇談会（友末後援会）が闘催されると、興農政

治連盟と難民党代議士会から出馬を要請されていた大内竹之助は、この懇談会

に参擁して、正式に出馬要請拒否と友末支持を表聡した。これを契機に、案内

各勢力は難事候補選考での連鎖反鱒を示していった。まず自民党県連毒よ友末

諏と反友末滋の対立が激乾して事実、鷺分裂し、亙月22日の桑連役員会はこれ以

．しの藥連の分裂を懇避するため、知事選挙「公認簸念達「野放し」「察畏の霧笛

投票3を決定した。瞬ξ至、友末知事は聾選をめざし出馬の意思を表弱し、2月

欝欝には、自長寛漿議妬名のうち凝名が醗会議曇の動きに対観して友末推薦を

発表した。これに対し、窮民党代議豊∫会は徳鱗・細灘一一本化工作を進め、2月

韓羅徳辮の欝1満辞退を取暮付けて、纏譲捲i薦を決定した。そして、このi樽下

旬から2ヂ員三旬の馬面では、興農政連と雛会党の独警鑑補がいないため、鯵甕

分裂による友末と綴1顯の決戦が予想され、翼農政連と被会党毒ま対籍1こ苦：1憲する

と患われた。

　ところが、農畏代表の独雍躾補を擁立しようという声が、農協の中堅幹部か

ら起きていた。拝舞縫蓬、梨興農政連は、農協中央会支藩長と地区農協会長の

合尉会議を闘難し、大内辞退の結漿、立緩補がうわさされている穂綿、纈裟、

　　　　　　　　　　　　　　　　一2i一



行政釜会論集　第鯵巻　第i琴

膂肉の三、王氏のなかから「農幾の要求を！蟻酸に実饗するため雲の養美徳を選ぶとい

う方麟を醸下の農協各墜体に礎起した。しかし、地1弼駈）農協績台長会議がi

月下匂から2舞■L旬にかけて闘催されると、縷台長たちの議論は、ヒ記の三氏に

かわって農協独嚢緩補として岩上、二、二郎を擁立するという結論にまとまっていっ

た。2月欝欝繋興農政連は、友末霞選餓莚を改めて確認するとともに、農銭政

治力の結集と岩骸推薦を満場一一致で決定した、被会党の推薦を露辞してきた岩

．雛ま、農政連の役員会で鐡馬を表窮し、2議8欝、鮭会党桑連と繋労連が岩髭

を叢篤して、労農鍵携の野党連合が成立した。幹蕪の中に保守と革新が混在す

る興農政連が、惑溺娃会党の緩i蕪と発られていた岩一しで候補を一本化できたこ

とは、難敵騨の予想磐の事態であったゆ

　毒麟村の農協綴台長たちが、友末瞬選難症と農蔑代表緩補擁立に鋒熱したの

は韓故だったのか。窮民党代議士会の灘選反対は、行政の長の多選は桑政に腐

数を生むという鐵惣こよる県政麟新論であり、友末難事と代議士たちとの祭政

における主導権争いの色彩が強かった。縫会党繋連は、「富籐独善建と　「全羅

一三流の貧乏樂」から騰劫できないことで友末畿覇を展覇していた。興農政連の

主張はヂ祭政麟新」以上には翼舞納ではないが、この選挙戦を通じた岩、五二と友

末の主張から魑織すれば、友末の中央嚢結璽土建県政（国道整備、東跳本線・

常磐線の電建、郷舞湊築港など）が必ずしも縫発産業の近代化にも農業振興に

も貢献していないという幾判であった。藥興農政連は、2ヌ1下旬から3弄1中旬

にかけて、合撰：競の護衛鱗村攣察麹に支部を結議し、一農家…一名全寮で臆万人の

会員獲得をめざし、農青連、農婦漣を総動員して選挙体麟を露めていった。

　農協による褒｝二擁立は、嚢ちに1‘・1蔑党繋達の方針転換をもたらした。2欝欝

髪i、自蔑党代議士会は緊急対策会議を瞬くと、「岩L一投会党」と対決するた

めに「野放し」方録を返／二して、総醗と友末の調整をめざした。そして、3舞

i薩1、豪京南平台の律儀介総裁の私邸で、岸、蕪鐵越夫幹事長、赤城窮鬢長欝、

撫藤漿連会長、友末、維1懇の6者会談が縫鰹され、そこには大分1祭連の綾部健

太臨も立ち会った。そして、その結果、摩の裁断で入党を条件に友末公認と繕
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欝灘隼代の知事選挙（4）（窮月俊洋〉

琶驚暴馬辞退が決定され、藪棄民党繋連は保守の大難団結で「岩上＝社会党」に一

騎持ちを鍵み、農政連を雛弩崩すことをめざした。しかし、この露鋭党代議士

たちの方針転換は、県蔑から次のような幾覇を招いた。自民党は友末難選獲麟

を主張して、まず大内に藪られ、先無徳獅を降ろし纏蟹を擁立したのに、今度

は総懸を降ろして友末を公認するのか、ボスの取引で決めるべきでない。韓銭

覚藥連の強燐な候補者調整は保守勢力内に反発を引きおこし、徳辮宗敬は2月

末野反友末」「農業茨城の振興達に賛同して岩上への協力を表明し、選挙戦が

始まると、葱鮪後援会（鈴木一一一司§蔑党桑議〉につづいて纏田後援会の有志も

岩、量二支持にまわったG

　選挙戦では、友末が革新祭政雑慮を購び錘年闘の実績と白装党政府との直結

を誇ったのに麟し、岩上は賢交友末」票を結集するため野察民のための渠政塞

「官擦錐政の麟新珪「金権・情実・談合の泥沼桑政を撰す3と政策（農工両全、

蓉擁露と結合した総合麗発誹1鋤よ鯵も政治姿勢の違いを強請した。友末諏は、

当初、岩上の経歴（町長〉、年齢（鵜才）、綴織（農政連〉から鵯僻して、友末

の激ではないと見くびっていた。しかし、4月賛糞には、岩上鰻補は参議醗緑

風会の推薦を受け、難事羅選饑歳繋民連合（徳購宗敬委鬢長〉が興農政連、徳

瞬後援会、総霧後援会官憲によって結核された。知事選挙は全県的には友末諏

対反友末漁の懸雛・となむ、反友末の岩11ブームが成立した。また、瓢市町村の

レベルでは、祭政懇談会の有力者鰐農協の欝iいになったが、有力者たちは自分

の渠議選、r暮欝聲書長・議野選の地盤藝覇め1こ追われて矢嚢事選挙の蛋藝援を手抜きし

た。それに対し、欝ヒは藥跳の難事部の労緩黎に換えて、金紫的に鰻選麩止の

甕覇票と農韓票を大量獲得し、友末に鱒万票の差をつけて勝麟した。挽会党梨

達は農政逮の瞬馨者の立場に終始し、全力を難事選挙に顛濡したわけではなかっ

た（地方奉長ヂいはらき韮、匿茨城婁美斐i　近彗暑気編藩1§8通年、ゼ茨城繋議会史　 彗隻

後講邊欝鷺隼、騨樒浅主党茨城蜜，更遮二十隼の歩み雌雄78隼）。
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行救祇会論纂　第雄巻　第i簿

（尋1島根　欝§§隼4月

　欝欝葎雌月に実施された第4藩鶴穣県知事選挙は、投票率87．2霧、韓部長右

衛鋒（農民党公認、自民党県連会長、光衆議羨議員、懸藻抹産社長）、桜井三

郎右籍跨（繋農協中央会長、仁多籍長）、1舞癒一錐（祇会党公認、社会党県連

翻委員長、察医轟政治連盟推薦〉という新人の三つ豊戦となった。

　島根では、欝溌年に笹掻安夫が非藍樒党の野党連合で知事に当選し、欝§5年

には露出党（大橋武夫＝吉霧茂諏）が櫓乗りしたため、極秘が無投票で再選さ

れていた。ところが、欝58年になると極秘が三選出馬の意思を瞬確にしたのに

嬉し、恒松の窮鞘の支持懇体であった曝内の農業藝曇体が籠糧農政の不振に反発

して、独自候補を擁立するようになった。県内の農協総合長⑫8§単鍵農協気

農業委員会長、森林纏台長の約i，G暮§名は、鷺総葎4月農協中央会長の桜井三

郎右徳絹を琴一ダーとして島根桑農政協議会を結成し（会長は安部潭）、鄭毒

に支離、町韓に分会を結賎して会員i万人を獲得し・藥政に農民の政治力を反

硬させることをめざした。そして、繋農嶽中央会は鰺月3総、繋農政協議会は

糞力i暮に桜井を知事候補に決定した。

　地方、§蔑党繋連は減じ藍月蓬1、総務会を開いて知事候補の人選を始めた

が、主流の大橋武夫瀕（池懇勇人滋）が遠藤嘉右鶴闘（前県議会議長）を推薦

したのに対し、祭政に大橋燕支鍵が確立することに抵航する桜内義雄諏（河野

一一�ﾅ）は桜井三郎右衛醗（窮髭党曇）を支持し、瞬鎌に磐下登擁（綾藤栄作

振）は褒職の慶擾の三選を支持した。なお、管下瀕と串縫嶽繋議のなかには、

＝ヨ三諏対立で収拾が残難な場合、繋連の滅幾統争の緩稲策として繋連会長の鑛翻

に一結壬か、田籠霞身の縫1馬を要求！する意箆もあったαところが、総務会の一ドに

作られた知事候補選考委員会では、党員優先の力餅から非党員の餐楼は綟織か

ら除外されたうえ、遜部県連会長が強弓1に投票で遠藤叢薦に決定してしまった。

そして、遜蔀会長は雛擁中旬東京で党本部の鶴役と繋選鑑代議士による善騒会

議を絹催して、遠藤躾補公認の余意を籔ぎ）付けてしまった。代議士たちは、ll、1

分たちが党内の滋騰抗争の最中にあ1り、繋連の内紛にかかわるのを鎌って籔離
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欝瀦年代の鷺事選■挙（鱗（募刃俊洋）

に一任してしまった。それで、この漢定に反発した覆穣、桜井は改めて立鰻補

を声明して独当に蓉民党本部に難事鑑補として認知してもらう藻精を開始した。

そして、年末に1ま内離合意が不充分だったため、繋議鐵は三滋に分裂し、抗争

を激化させたゆ

　これに端し、鮭会党繋連は知事候補の持ち駒がなかったこともあって、霧民

党蘂連の分裂促進をねらって鰻補擁立を急がなかった。社会党の桑議の申には、

桜井と労農提携を模索する者と、恒松与党二竹下繰との連携の纏繞を主張する

者とが誓存していた。しかし、桜井濠凱農政協議会の結成がそもそも反覆挫農

政を根鍵としていたから、榎松・桜井連合は実現不可籠であった。もケーっ独

葭紛動きを観したの獣医窪絵であった。舞轍治連盟詣民党繋愚難事

繰締として紫蘇麟会長を推薦していたが、雍渓党がそれを全く取穆合わないこ

とに反発し、捻月中旬ゼ縫会保瞳に理解を持つ鰻補を支持する」と声明書を発

表すると、社会党餅、麟…雄県連藷繧嚴（医勧擁立を準織ていっ島

　欝鐙年2月i日、自民党梁連は蟹部会長の尽力によって酸く内紛を克服して

総務会を開催し、従来の知事選考を白紙にもどし、新しい選考委員会による候

補一本牝を決定した。大橋瓢遠藤派は遠藤が立候補を辞退し、この方針に脇方

したが、融鎌、桜井灘誘くまで鑛を撫した。そして・醸党繋灘2

月欝蕎1、田藩梨連会長の繊馬を決定した。3弩8E董、竹下旅銀議と社会党の支

持を失った榎松は、議馬を甑念し、縁饗鞍井は県農政協総会の推薦を獲得して

出馬した。当祷、桜井を支持していた桜内諏の県議は党議に醸して懇部推薦に

闘った。また串雲斎や飯石部など遠藤派、管下諏、懸部懸人の地盤では、3縫

下旬に農協繰合長が連名で縷部推薦の声明を発表し、「察知事には政購に直結

した躾補を支持して農一業の振興をはかるべきだ」と柔張した。

　桜井は農協という経済絹体をそのまま農政臨という政治1謡本に窮む替えて選

挙戦を懸ったが、農協縫合疑欝万人のなかで選挙運動の実鐡藻隊となったのは、

農協青短連盤8．§勝人であり、毒講村の農雛縫合長は多数の養二1民党系と少数の

老桧党系、そして桜井灘こ『三分隷ていて、懸磁、1鵬灘・幼鵬瞭に
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あった。桜井縁選挙戦で「農林難業力軽率び悩んでいるのは、独占資本に邊1合す

る政治のシワが農林難業に寄ぜられているためだ、曝民の多数を羨める農躰漁

疑の政治力・墾結力が足りないことも一つの療羅」と訴えた。

　投票結果は、瞬部24万票、桜井難万票、出麟慧万票で、藝ll異見の獲勝であっ

た。桜壁事は農協の一一本化に成功しないなかで、自幾党の厚い地盤に鍵載し善戦

したといえる。1擁癒は縫会党公認、薮労連携といわれながら、選挙戦での動襲

力は医政連に敏擁したものであり、社会党の本来の地盤（翼万票〉はこの選挙

で充分稼動しなかった（島罎新幾〉台

第3簾　労農提携の終息

傷　底島　重弱2隼5月

　第5闘広農桑知事選挙は、大療薄夫知事が県議会の大半彗小戦事件に伴う寮費

の不霊支鐵を理由に、任鵡を半薙残して引責辞任したため、欝鋸隼5プ舞綻1に

繰り上げ実施された。この選挙に農議を支持母体にして社会党との野党連合

（労農縫携）で立鰻補したのは、藥農協中央会会長の葎藤実男（総歳）であっ

た。鐸藤は、戦時中に安芸獺熊野籍の郷長を甥め、欝馨年に衆議院議員（§本

震昆党〉に導選したが、翌隼公職追敏され、追放解除後は、欝53隼から察農業

会議議長、露55年から桑農協中央会会長を樫任していた緊農業馨のトップ讐一

ダーであった。そして、醤藤は幾に玉鶉9奪6∫・1の参議錠選挙広、鶴地方譲（定員

2）で、窮民党公認の黛沢毒乏娃会党公認の藤縢進（元総評議長〉の糞力躾

補に対抗して緑風会、農疑政治建窯、中小企業政治遽鷺の推薦を受けて立繧補

していた。そして、宮沢鋳万票、藤鐵24吾桑に対し、伊藤は落選したものの欝

万票を獲得していた（投票率63、4％）。欝藤はこの選挙戦のなかで、参議銑の

職能代表化と農鋭致治力の結集器農政強化を誘えた。伊藤の選挙運動を支えた

のは、綾臨中央会の幹部と各鞍替の農協青年藷であった。縫方、俸藤は「安保

条約なんて外交官に任せてお1ナばよいのだ」「アカハタをもってデモつたり、
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欝欝葎代の難事選挙（4）（瑳刀竣洋）

座鯵込んだ修する教員の政治闘争は大鎌いだ珪（中啓新聞欝総隼5月2妊｛）と

述べ、革新勢力の安保灘争や嚢教纏の勤評麗争を嚢難していた。広島県の農協

は、当時蕊§緯合鱒万農家といわれた。そして、撰藤は鐵馬準縫の遅れや農協

の足豊みの乱れにも拘わらず、「農業問題一本や絹で肖残党の厚い地盤に肉

遺して善戦したと論されていた（轍懸絶広蜥踊薄絹4甑｛講の
この参議院選挙鐵馬は、全国的な農民政治力結集運動の一一覆ではあったが、広

島桑農協各連合会の綴織的準薦・支援によるものではなかったようである

（鉱麟農業襯齢三岳鶴！鰯年、欝やジ）・また・この選挙結熟ま

社会党・労継と農臨が連携して全力を結集することが可能であれば、難事選挙

で難民党に勝属できる展望を示していた。

　大原難事は、臆磁年に霧本鑓管擁毒製鉄所の誘致に成功し、公約の生産醸構

想を■畷§実現すると、その後健康懸題もあって、獲選には鐵ないとの意向を表

明してきた。それで、欝鑓年になると、繋議会各滋の知事繰補探しが活発化し

た。農民党県連は藥総務部長を退任し紘島テレビ社長1こ就任したばか穆の薩藤

秀雄を推薦し、地霧普権以下銀選鶉馨会議員の了解を得ていた。縫方、社会党

は浜井繕三広島市長、民離党は森蘇羨男広島大学長に鵡馬を葺診しはじめたが、

籍醗と綴補擁立難繍理想さ縦．ところが、銅1渡ると・曙議会議員の

大規模な海外観察旅行の計撫に繋民の概肇1が轟ま駄さらに中津井議長が繋の

予備費を流用して察議全員に小判を配っていたことが暴露され、野党議員から

鑑査譲求が串された。県下の労勝継合は、春麗統一行動のなかで桑議会粛清・

繋政麟新を主張しはじめた。それで、4拷5蓑1、大原難事は人心…一紙を理垂隷こ

溺畠撫事とと棟鞍を提1駄、つづいて婿紹に1沖副書議長・大醐

議長が辞意を明経にした。そして、この事件が波及して霞浅覚の続藤秀雄推薦

の話も、鑑藤が総務翻長時代に中津井議員らと深い縫係にあったため、蕗1畏党

察連の夜主流諏集議や地元財弊の幾舞を受けて、立ち消えになった。

　こうして、繰り一1二げ矢陣選挙は大賠騨轡藤選したi重購出講1環礁

縣が重要テーマとなった。巨韮毫党桑連では、藥議会粛清の樂銭糧論を受けて、
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県議たちの主流諏（小し1野逡幽諏二鰻県敢櫨議会系）と反主流派（地絹勇人灘）

が役員改選彗暴連麟新を条件に一本化することをめざした。そして、岩沢患蒸

藥連会長（参議院議員）は、県連一本化を麟提に、ひとまず知事躾補の人選を

桑選鐵の国会議員で進めること、さらに難航した時には池田着帽の裁臨を求め

ることにした。

　ところが、蓬月中旬に弱鍵された臨時県議会では、結局講滅の講整ができず、

距離議長は主流蕨が独占したため、かえって派騰銃争を激柁させ、難事躾補の

人選を囲難にした。それで、談野党桑連は、主流藻の雄す永野厳雄（東洋パル

プ常務、永野護参議醗議員・元運韓大臣の長男）と反主流嶽の推す高橋禎一

（講代議士、広鶴三区）の一1二二人に候補をしぼり、地雷総裁の裁定を求めた．県

選出の代議士たちは、畦月i71鷲から桑遮顧鶏会議を麗鬱した。池欝総裁、岩沢

県連会長の意向を受けて、螢会議員の多数は高橋を支持したが、砂原格（広島

一区）は桑議会議員の多数が永野を推していることを考嶽すべきだと主張し、

結論を見送った。高橋、永野の両氏はヂ公認されれば灘駕したい珪と決意を表

明したため、察民覚は再び撮鍵対立の苦境に立った。縫方、人材難の民社党は

自民党よ鯵先に永野厳雄を雄鷹し、縫会党の蟹会議憂は労農鍵携をめざして解

藤実雄と交渉を畷始した。

　このようななかで、4月2至琶1解藤実雄は県農騰中央会役襲会を切り替えた農

協代表者会議の鷲■翫・純粋無藪霧の立場から、県政麟新をめざして知事選挙に

立緩補することを表窮した。傍藤は「推薦は相手の糞露だまと記者会見で運べ

たが、縫会党と農臨の推薦を獲得できることが麟撰の鐡馬であった。娃会党県

連は、准月22舞伊藤が察餐党農政と農業基本法に反撃していることを評慰し、

緊政民主化、原水爆禁1と運動、繋議会の粛清の3項髪1について撃藤に質霧状を

思し、その麟答を待って、4弩28薯麟罫藤推薦を決定し、労農提携の璽政鰯新連

鰻を結∫成した。茎t会党毒ま、灘彗毒護治体改革軽羅争を重宝髭し、党叢難織の逆ピラミッ

ドという弱点を克醸するため、地方選挙を遜ビて保守地盤の農械こ党勢を拡張

し・労農提携による地域注蔑の新しい綴織づく鯵をめざしていた。
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欝灘年代の驚事選挙（獲）（窮月竣詳）

　窪幾党桑議霧多数派の抵抗と撃藤の鐵馬という情勢の急変は、宮沢喜一や岩

沢桑連会長ら池麩諏善脳の知事鰻補選考を慎重なものにした。4葦鎗妬き、第3

懇の霞民党藥連顧闘会議が東京で開難されると、寮内の精勢を麺握した蟹会議

経たちは、茎）猛牛鹸の難事選挙で保守分裂の結果、池欝諏猴補が落選した轍

を踏みたくない、2）轡藤実雄の野党連合砿労農提携が絞窮すれば、その政治

力は侮辱難い、3）繋政麟新・人心…新の選挙には政治経歴がなく「若さと未

知数の魅力がある韮永野藪鑑（麟才）がむしろ強い、という当選第一一主義の舞

姦から高橋支持を撤回して永野を推薦した（中国新弱広轟版欝62年連月27醤〉。

自民党は候補の一本化を実現し、知事選挙は永野藪雄（白鼠・民社推薦）と鐸

藤実雄（鮭会党推薦）の新人隅士の事実上の…騎討ちとなった。

　保守分裂は、自民党本認による薬連への統鱗ではなく、察議多数瀕による鬱

金議員たちへの巻き返し1こよって懇避された。池羅自民党としては、尊月に繭

尾繁三郎幹事長の地元の京葉府知事選挙で、革新系候補に数駕した直後でもあ

り、6月の参議院選挙を控えて、総裁の地元で漿知事選挙に敗北するわけには

いかなかった。地類濠の地元票議羅多数濠への妥協は、「寛容と忍醗の地方版」

といわれた。

　5月上旬、選挙戦突入を露彗に、琶会党系の察労会議（繰合鰻捻万人）は静藤

を、民社党系の全労会議（綴合員4万鎗総人）は永野を各々推薦したが、票労

会議のなかには反撃藤諏が存在し、全労会議のなかにも誰鼠党との共醗という

鵜めての選挙に幾覇があり、翻海部での労懲縫合の選挙運動には熱がはいらな

かった．また、桑農業会譲ま、／糠が農業基本法に反対していることを理醜・

鐸藤推薦を見送った。農協各繋連は、単位農協の響藤支持が盗む上がるのを待

つという支藩癒をしたため、答示の時点では浮藤推薦を決定しなかった。そして、

授勲までにはすべての繊膿脇連藩翻議会鵜犠を推薦した・し就・郡毒

以下の単位農協では、嚢残党系の農協幹認は動かず、簿藤を癒接したのは主に

毒駕藻と婦人部にとどまった。

　選挙戦のなかで、伊藤1ま農業基本法を「保護農政の放棄宣言」と決め付けて、
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有畜農業や構造改善事業などの農業近代此政策は貸しつけ資金の金利（掌．5％）

が高すぎて、農家が欝金を残すだけだ、と繊覇した。そして、撃藤は由懸部に

遵驚を通し、そこに営農縫地を建設して篤農・養蚕の協同経営を展囃すれば、

農業の生産性を講■数できると、対案を提示した。

　投票結果は、永野嚥万票に畏し撃藤鋳万票（投票率総．鷺％〉で、保革雨燕

営にとって予想外の永野の圧勝であった。今痙の撰藤票は、三年繭の参議綻選

挙での社会党と伊藤の合計得票より緯万票少なく、農民票の大量獲得にも、労

農提擁による翻市部の勤労者票の動員にも充分な成難をあげられなかった。そ

れに薄し、永野はその若さと新羅さが凝民に繋綾羅新への霧待を抱かせ、難民

党の地盤に擬えて、各種職業懸体と全労系労総鬚、湾岸・島部の農畏票、さら

に広島市民の浮動票も獲得し、三年鋳の宮沢喜…の得票に蔦万票を上乗せした、

農民のなかで、撃藤を強く支持したのは、県雌と出題蕩の零継米作農戻と農業生

産の拡大をめざす農協青壮年連蟹の青年たちであ鯵、逆に都市近郊の兼業・遜

甥農家や沿岸・島藻の異観農家は難民寛政瘍の工業化政策に窮待し、経済全体

の発展の結果としての繧購機会と農産梅毒場の拡大を支持したように思われる

（中国新聞欝総奪5窺2藝遷r知事選挙　論戦を追う　④農業縷題」〉。

12／蜜梨欝§3隼嘩月

　第5回山梨繋知事選挙は、欝鑓年1月28馨、任蟻満了によって実施され、現

職の天野久（農民党公認、元昆主党代議士）、金丸徳重（社会党公認、繭社会

党代議士）、星野璽次（農政逮推薦、繋農協中実会会長〉の三つ縫戦とな鯵、

天野が獲勝して醗選を実現した。

　かつて、この遠人は第至難天野梨政の中極を構威していた陣灘であった。天

野が鋭主党の衆議醗議員であったころ、星野1ま羅じ民主党系の県議会議員一議

長を務め、天野の政治的盤友であった。そして、i§騒奪の第2繕知事選挙で、

艇官僚・繋人知事実現を旗韓に天野を野党連合緩補として擁立し、桑政麟新連

窯の委員長となって天野知事実現の選挙参謀役を擦聾したのも塁野であった。
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欝欝隼伐の難事選挙（垂）（瑳刀俊灘）

また、天i野によって郵政霧僚から麟知事に薮縷されたのが金丸徳重であった。

　ところが、金蒐は…一難響で天野から離反し、露55年の第3懇知事選挙では革

新系知事緩補として天野と対決した。天野に数れた金丸1ま、欝58～鵜竿に縫会

党の衆議醗議葵となっていた。縫方、星聾は繋保守政騨の重鎮となって天野再

選・三選を支え、i弱6年から総年にかけてこの難事選挙臨藩まで7年幾警蔑党

繋連の会長を務め、懲磁葎i弩から察農協中央会全農と繋繕灘農協縫合連合会

会長を蓑任していた。天野と崖野の鐸難こ対立が生じたのは、天野三選後の票数

罪での人事権懇のずれからであったようである。星野は、天野獲選は有り得な

い、星野が知事に捲駕すると言えば、天野は勇退すると簸侍して、195§隼の参

議醗選挙および欝欝年の衆議醗選挙で、鐵馬を縫の政治家に譲り、最後の機会

として次の難事選挙を準備した。また、この欝総年の衆議醗選挙で、天野知事

が新参者の金丸信だけを臨接し、金丸をトップ当選させたことから、海難常錐、

綴遊園男、堀内一雄の擁蔑党代議士が天野の桑政運営に不満を麹くようになり、

綾らの縫で天野に替えて星野を知事に擁立する話もあったようである（山梨嚢

旺1新騰ig翻無銭月総髪鍾難事選鞠語⑧雌）。

　このように、天野と星野の繋立の内実は、保守政雰轟の権力抗争二知事ぷス

トのたらい凝しをめぐる対立であった．そして、i鮪2奪に1齢・甑知事選挙の

異1櫓準轍隙認ると、星野は天野に勇退を勘、大壁紛鵬懸を繰政

鮪継縛んで夢囃した．こ越こ斌、天頸潮齢糊発に懲’て中央道建

設と富†山麓観光開発（山梨梨の蕗東京化購懇と響ばれた）という新しい課題

の突舞のために醗選が繋畏の要望であると主張して、晦者の対立が顕在化した。

天野と星野の対立をより灘1な紛にした鎖ま、灘齢雛曝す嫉＠補鰍

策であった．i§麟歎、天野矢藤がr一難∫一濃蜘とい娯鋳としては鵡塁

な提案をすると、渠内の農協幹離1ま綾織の実精を無観するものだと怒鯵を爆発

させた。そして、農協幹部たちは欝鑓隼3昇聾蟹三1羅野を会長に擁立して由梨渠

農協政治連盤を結成し、反天野盤羅野擁立の立場を鮮明にした。農政連結成の

準備遍程では、農櫨中央会会長と鱗一人蛎だからとはいえ、欝残党禁連会長が
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農政連会長に選任されることは、政党支翫4〉欝除、鶴広い農民政治力の結集と

いう農政連の盤旛と矛疇するという畿讐があり、結成大会当§の「各種選挙に

農民代表を送る」（難事選挙に星野会長を推薦という含意）という緊急動議の

採択には強い異論があって、大会の議場が漫談した（山梨欝欝新聞欝§2奪3月

藍暮）。農政連の発足は星野の推薦母体罵後援会の続載という牲賂を抵えなかっ

た。

　農政連が結成され星野を後援するようになると、窮民党察連と県議羅による

星野会長への拘束力は低下し、県連による天野と墾野の講停、つま磐星野に鵡

馬を辞退させることが観難になった。縫方、饅選をめざした天野は、農政連の

結成に麟し巻き返しを策し、鴛奪縫の無断羅中立の信念を放棄して5月に筥民

党に入党した。そして、自蔑党県議懇の多数灘を天野諏に抱擁してしまった。

そのため、天野と星野の難事選挙講馬をめぐる端立は決定的となむ、選挙告示

前の鴛月までに、講者の自民党公認争いと、薬内の地盤國めという内容で事実

上の選挙運動が進行していった。

　天野は沿海村の中堅屡を中心に久秘会（天聾後援会）繋内2総支離を纏織し、

町層長会、議長会など騰§繊体からなる天野無事支援連合会が天野霧選鐵馬要

請を決議した。星野濠の農政連1よ漿内欝7単位農譲のうち農政連i総支寵を結

成した。農政連と星野は、「反天野涯ではあってもド反自民」ではなく、知事

選挙を有琴彗に進めるため欝畏党県連の功労者という立場から公認を求めっづけ

た。また、農民と農樗は欝民党の基盤であると主張した。属時に星野嶽は公認

の成否と鐵馬は溺開題であると述べ、農政と農業を禦昆の手に取り戻すために

は星野を擁立するしかなく、一一歩も弓！かないと主張したG農i敬達書ま9月i饗、

県選管に政治結社綴を出し、9月？霞、選挙繋策委員会を設置して（委員長は

秋山富次郎共済連会長）星野の慈馬と農政連の繋政騨進鐵の態痩を明確にした。

農政連事務局長の中沢一（県農協中央会謬会長）は、天野梁政稔年は農業振興

が掛け声撲れに終わった、天野は農協を緩く見て農業轟校、農業試験場、構造

改善事業などへの漿の施策を槻一とげしてきた、と幾覇した。そして、農業透代
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化も生産増強・農産轡懸格ももはや農民の大会や練精では解決できない、農協

を母体に政治団体を結成し、難事や国会議員を送む鐵して行くと抱負を語った

（山梨8B新懸欝62年9月7目）。さらに、9鷺欝暮農政連は農協縫合長会議を

招集して「天野桑政麟新・農民のための渠政」を唱えて、星野支持決議をあげ

た。しかし、これに狡対した農協綴合長は退場し、37人の緩合長が総員罐羅

「農協の中立を守る同志会」を発足させた。また、果樹叛売農協連の有志は天

野支持の果樹振興縁志会を結成した。農政連は鎗月祇会党と桑労連に天野醤選

墾止・聾党連合結成を申し入れた。民社党県連（全農・平野力三系）は星野支

持を決定した。星野はまた、自蔑党桑連内の反天野諏（蟹辺蟹男系〉と来年の

地方選挙鐡馬をめざしていた蒲・元県議を繕合して欝月壷蝦星野後援会を結成

し、反天野勢力の拡大を馨った。登用23麩の星野後援会総決蓬大会には、農政

連、蔑社党に簾えて灘辺遜男代議士と全麟興農政治連蟹の代表が参撫した。し

かし、社会党県連は保守分裂を好機と見て、候補の決定を引き延ばし、桑連顧

問の金曳徳重の擁立を決定すると、金丸を労農提携躾補とするために、農政連

と協議を緩む返した。

　8月以来の§民党県連の両派調停工作は結穏不請に終わ蓼、葺月から公認開

題は池鑛総裁一任となった。それで、麟尾繁三鄭幹事長は桑連内の状溌と当選

可能性を根槌に稔欝欝琶天野を公認した。そのため、欝辺疆男系の県議は繋連

の決定に験し白鬢党県連の分裂は懇避された。星野はそれを見越して鎗月7雲

霧民党を離党し、嚢民党反主流滅と連携する方針を捨てて、農政連一本で知事

選挙を騰うことにした。

　社会党1ま、芝っ巴戦で星聾が7万票獲得すれば、金丸に勝算があると舞織し、

星野＝農政連1ま勝利よりも農政連の県政進串の第・一・歩と知事選挙を位置付けた。

山梨県教極や虚しし1市長は、暴野に一本免する方霧で野党連合結成を蛙会党と難

労連に申し入れたが、結局欝63年i月野党連合の鵬議は不調に終わ妖当簿の

予想遜辱の三つ琶戦となった。

　1月28aの投票結果は、投票率83、5％、天野鰺万票、金丸簸万票、星野8万
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票で椿麟的には天野の羅勝で終わった。被会党は候補の出遅れ，漿織綾の事実

上の天野支持、労農提携の失数、そして案内労綴・県議が4弩の地方選挙に重

点を置いたため知事選挙に本腰を入れることができなかった。星野淑瓢農政連

は星野の地元の大無毒・部内地方を鍮けば難待した農山村地帯で支持が拡がら

なかった。知事選挙が終わると、農協内部から星野滋への嚢覇が顕在乾した。

　2月麗獄禁伝達鍵事会は星野会長解任を修行し、3月廷歪、農協綴会長瞬

志会は農協中央会1こ正灘会長（星野、申澤）の退任要求書を提出した。これに

鹹し、農協中央会、農政連の役員は解任決定の撤懇を要求して繋信連理事会と

対立した。さらに、農騒綴会長至総名が渠信達全理事の解任・改選の摩コール

運動を開始した。それで、農協内の振懸抗争が深灘銘し、4月の県議選では農

政遮は独欝繰捕縛人を擁立する予定がi人も立てられなかった。農協趨勢の藥

議は自民党から3人当選したにすぎなかった。農協閣係者には一年題の政治運

動への反動として経済活動に戻ろうとする籟織が強ま鯵、保守系県議候補の閣

1こは天野獲選奨政と霞民党政治への直結を求めるi重眠党公認ブームが拡がった。

　この繋議選で野党鰭から進申したのは、農協勢力ではなく県労連、由教緯、

公務員労総鐡身の革新系難解羅県議であった。4月下旬、星野重次は農臨内部

各滋の妥協が成立して県信連会長に毒選されたが、星野は「政治にタッチせず

あくまで農協人として身を越したい」「天野知事とは是是非葬で行く涯と発言

した（護玉i梨欝欝新難馨）。

第4籔　農協の保革分裂一岩手　穏63年4月

繊　懲麓年参議醗選挙一遍産官擦鰐労農提幾

　欝総年4離7蕪1の第5籔岩手察知事選挙は、1）鵜認千一鴛事1魏の病気を契

機とする繋政への繊判、2）参議院選挙（岩手地方区、定員i）における農協の

繋政進漢、そして3）それらの背i雛として、鰺62年度で指定難鰻切れとなった

跳11特定堆i域雛発と転換毒1をむかえていた農政の矯題がその繭提となっていた。
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　海部難事は、茎9総年に保守両党の推薦で知事に初当選したが、灘知事時代以

来の龍上蟻流域総合雛発や知事一一艱難の難敵再建の手髄を社会党の曝会議員に

も評懸されて、欝鎗年には§民、縫会の両党の推薦で再選されていた。しかし、

海藻は欝6i年から病気による長簸欠嚢を余儀無くされたために、i聡2年になる

と、渠政界のなかで騨金離の畢蟻引退説が消えなくなった、糞民党の漿議たちは、

全蟹的に企業誘致への難待がたかまると、醗部藥政が企業誘致やそのための条

件整備に消極的だった点や、龍上総合開発は覆土保全と食糧増産には成果をあ

げたとしても、地元繭工業の振駿萎こは震蔵しなかった点を蜜讐撫して、墾ぎ蕪蛋美政

の停滞や空白に不満を表隣するようになっていた繊1。岩手察は、麟の紬台・塩

釜地区と髭の八戸地籔に挟まれて、新産業薬癖（鍵点灘発）にも、低雛発地域

工業整備地区にも鮨定される展望を持てなかった。それで、各党の参議醗選挙

の躾補選考は、賎に購藩推薦を自己幾利して三＝三選反難を表鱗していた社会党も、

その態痩を保留していた自民党も、次難知事候補の人選を醗みながら進められ

た。

　当靭、難民娃余蘊党から参議院の公認躾補として鱗待されたのは、無瞬霧理

織の千蟹鑑131であった。千蟹は、欝欝年の参議醗選挙で、引揚者羅体を基盤に、

戦災者、遺族、醗総醍などの支持で当選すると、欝欝葎、欝56年には鰯人後援

会の千懸会と改進党一民主党系保守票、さらに娃会党の推薦をうけ、醸由党一

費民党の輯立候補を退けて再選（露万票）、三選（24蒼票）されていた。そし

て、千田は参議醗議員として、一方で護憲・平穏の葉張や琶1申貿易の振興で革

新系議員と行動をともにすると瞬時に、地方で農水委員として岩手繋の雛発や

農漁業振興に尽力し、保守系の国会議員とも深い関係にあ鯵、選挙地盤が保守・

革新にまたがっていた。

　霧民党繋連では、欝瀦奪、欝欝奪の参議銑選挙で、梨連の事実一しの分裂選挙

を経験していたため、小沢佐桑霧会長は必勝を期して現職の手懸に入党・公認

を要請しつづけた。しかし、手懸は無緩緩を主張して、結縁議展覧の干灘擁立

は不諜に終わった。繋野党は醸議会議長のll、1麟権11三礎疑f薦漁連会長〉、遷座
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官僚の及辮逸平（紬台通産局長〉など4人の候補者の購で調整に手闘取った末

に、椎名税三郎系の及鱒を公認した。瞬時に§畏党県連内には、手鑓を来年の

難事選挙にまわして保守一本化を籔ろうとする動きもあったが、これも不調に

終わった翰。及鰯は工業開発と中小企業振興のエキスパートであることを看板

にしたが、県内では知名度が緩く、また、小沢対椎名など国会議翼の諏溝蝿立

によって、及瞬諏の選挙運動は足業みが揃わなかった。

　地方、社会党繋連は、千田が社会党と桑労連の推薦によって再選・■選され

てきたにも拘わらず、推薦鋳覇〉入党の約束を反故にしてきたため、今獲は銀労

連の主張にしたがって独自候補擁立の道を選択した。ところが、蟹会議員や労

緩幹藻からの選考が難航した末、社会党漿連はピンチヒッターとして農協職襲

連蟹が推薦した全騒農協中央会農政蔀長の濃辺畿苦難こ、跳出愛郎代議士を遜

建て虚馬を要請し、入党のしで公認躾補とした。

繕　巻手藥における農愛政治力績集運動

　岩手桑の農株漁業羅体は、当時寮内最大の圧力団体となっていた。久保義雄

県総連会長や解藤佐十郎県漁連会長など農漁協県連の幹認たちは、縄都知事の

灘近を構成し、県農協中央会会長には隔都知事の強い推薦で県農林部長の石蟹

薔を違え入れていた麟。また、農林漁協各連は、欝58年に梨林業協会会長の野

原正勝を「農民代表」として無断麟で衆議醗選挙（岩手2区）に当選させてい

た（懲鉛年自民党公認で再選）。県農林漁協はその役員に多くの自民党繋議が

顔を連ね、醗部繋政と露民党繋連と深く結合していた。しかし、瞬部の病気が

長橋に及ぶと、灘近の農協幹部たちは隔藻の体を亀鑑して、また新しい蓼一ダー

による察農政の転換を求めて後継者を探しはじめた。

　地方、農協青年藻協議会（金野茂委員長）は、i鶉6～留年の葉タバコ闘争、

19鑓年の余マス麟争、i髄i年の乳齷齷争と「反独占涯の農産物懸鰺保障縫争を

展麗してきた。そしてその遍程で、欝58年難月農協青年藩の活動家たちは農協

春年連盟（沼護憲聡委員長〉を結成して、桑農騰幹部とは独自の農民政治力結
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集運動を闘始していった。農青連はF農家の基本的人権を護り、農醤の蔑主龍

と農民生活の講上をはかる3ことを膜的書こ農協青年離協議会と県青年縷体協議

会、藁労連青年蕊の各代表が設立発起人となって結成されたもので｛了1、労農提

携の青年団体叛的性穣を持つものであった。そして、繋農協中央会の参事とし

て農青連結成を鮨薄したのが渡辺鐵書であった。

　渡遊は、欝62年i月末、嶽民党および現職の干羅に対抗するためには桑労連

の推薦が不響欠と考えて社会党に入党し、「労農提携の果たす役割を政治生命

として」いくと参議錠選挙への痩馬を表明しだ81。これを受けて、渡辺擁立を

決定した農協青奪部機議会は「政党政諏を超越して農民代表の護辺を推翻し

ようと、繋青年極臨議会と県農協各連に饑きかけた轡。また、全蟹農協中央会

はこの参議銑選挙で自民党7人、社会党i人（渡辺）を総織内候補として推薦

した。それで、県農協轡連は系統綴織として全中の方錐こ従って渡辺推薦を決

定した。渡辺擁は労農提携に成功し、郡市舞栂単位に地区労と農協職員連盟、

農協青年婦人藻の総合選挙薄策委員会を設置して活発な選挙運動を市警材から

つくりあげていった。

麟　労農提幾の勝穂

　この参議羨選挙は、当補手懸の独走が予想されていた。しかし、霞民（及絹）、

社会（濃辺）との三つ巴戦となると、千瞬諏は自民・社会両党に挟撃され、麟

墾の労緩・革新票を渡辺に奪われて苦戦を強いられた。そして、選挙戦は三灘

による農蔑票の争奪戦となった。自民党は手懸派、渡辺諏の農軽地盤を税辞し

ようとして農協に影響力をもつ野原髭勝を桑連の選対本部長あるいは及期の選

挙総揺責任蕎に立てようとした。しかし、野勝ll凝1己の農協地盤の分裂を恐れ

てこれを拒否し麟、この選挙を沈黙で遷した。それで及辮諏が農業慈体のなか

で支持を獲織したのは養蚕繰合連合会だけであった。平綴派は、民社党、全労

会議に癩えて繋農業会儀、野療系の森林綴合の推薦を得るとともに手鑓の地元

の小縫穣一一（離農臨中央会第2代参事、金ケ輪舞震蕩緩台長）を選挙総括責任
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音に据えて・農民票を死守しようとした。濃辺派と千羅諏に挟まれて身動きの

とれない果嶽協会、弱拓連、農轟共済連、土地改良誕連、タバコ耕作総合は特

定緩i補支持を鐵さなかった懸。

　選挙結果は渡辺鋳万票、及耀欝万票、千懇懇万票とな鯵、労農提携が成果を

あげて、岩手地方区で燐めて娃会党公認躾補が当選した欝。岩手警報は、娃会

党の勝鑓について。第一に、欝56年以来の農協青年屡による反独占の懸狢縫争

と農民政治力結集運動の蓄積、第二に、労農礎携が労緩の灘からでなく農民の

縫から縫起されたこと、と分析し、この選挙は社会党が政権に接透するに1よ

農民磨を強く捲き込んだ労農提携を実現さぜることが必要であることを証明し

た、と述べていた㈱。県政騨が自民、蛙会、千醗と三分されるなかで農民票を

掌握した農協躾補が参議醗選挙を饑したことは・知事選挙にむけて、農協の圧

力霧体としての政治力を県政罪に見せ付ける結果となった。そして、農青連主

導で農協全体が社会党との連携に突き進んだことは、農協県連の保守的鶴継部

と革新的青奪曙との分裂の療露となった。また、手鑓が§民、縫会、農協に挟

撃されながら慧万票を獲得したことは、改めて千懇の地盤篤農出漁村における

庶罠レベルの麟人票の厚さを証明した。

韓1短事候補選考

　参議院選挙が終わると、各勢力は縁部無事再議馬不可能という戦歎の下で、

難事候補さがしを開嬉した。参議醗選挙で政治的発言力を強めていた農協幹部

は、漁協縫係者と共尉で増懸盤（農林官濠、全漁連専務理事、囎歳〉を推薦し

た職。増嬢は振興局長として農業基本法や農業構造改善事業の立案に参饑した

後、湾野綾絹と対立して農躰雀を退職したという経歴を持っていた㈱。農臨の

幹翻たちは、増雛を難事に邊えることで基本法農政を岩手の農残に蕎零…1な形で

実施させようとしたと患われる。そして、野猿認勝、鈴木善幸ら嚢裟党の農林

漁業関係議員も攣くから増懇を難事鰻補と想定していた露。

　ところが、このような現職舞蓬事の意想を無税した動きに講部矢葛i事は反発し、
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鯵灘奪代の一知事選挙（4）（窮月俊灘）

農業霧体や覆会議鬢茎導の選考に筥眠覚梨連執行部や繋議たちも不満を抱いた。

秋になって、千葉…自民党県連幹事長が騨藻知事に引退か轟馬かを誉診すると、

陽部はやや健康が圏復したこともあって三選串馬を表明した。それで、農民党

県連執行部は、緊連内に現職優先の意見と新人擁立の意見が対立したままであ

るにも拘わらず、鰺月鱒8県議会議員総会、2鍛選挙対策委賛会を露縷して、

瞬部雄鷹を漢足し、あわせて増懸を譲知事として祭政に避えることを農抹漁業

闘｛系者の了解なしに内定してしまった。県連執行部が候補選考と陽部・増懇の

難事・麟難事一本化を急いだ理密1ま、参議醗選挙駿髭の教護として、馨会議曇

麟の羅幾対立が知事選挙に持ち込まれると、選考に手闘鍍って保守分裂をまね

いたり、社会党の選挙準備に遅れをとったりすると考えたことであったようで

ある齢。

　しかし、今度はこの自民党察遠の決定に麟して、増醗と農協勢力が反発した。

増懸は農漁業覆体の講習会講麟として度々地元入りし、欝舞解羅「農林水産行

政を立て直して行き詰まった総合窮発を打開したい塞㈱と遜べ、暗に溝額県政

を概朝して、難事選挙への鐵馬を表明した。また、賛月露B、繋下農臨大会が

瞬催されると、麟繕単位農協の総合長たちは「農業に理解ある難事を送ったら

どうか盛「暖春の統一地方選挙には難事を1まじめ各種議員に体力、気力、知力

の充実した人物を系統から送るべきだ」といった増醗擁立の発言が繕次ぎ、農

協雛連の幹蕩は「一ド紹からの突き勤げに狂蟹された形」辮となった。それで、

銭弩2鍵1察下鄭声甥農協協議会長会議は全会一致で増田推薦を決定し、増田は

これを受けて改めて畿罵を表饑し、白鬢党繋連からの支持獲得と懇都知事との

調整を農林漁業縷1本に簸待した騰。農梅漁業錘体の代表は、農林漁業振興対策

連絡協議会という事実との増置至二1後援会を結成し（歪式発会は捻月22甕の、i2月

3琶1奮1蔑党察連に興部から増蟹への雄鷹雛む替えを要望した。その前羅、石欝

欝渠農協中央会会長は、地元新鹿で、基本法農政では一審1の一ヒ麟農家しか経営

を安定させることができないと垂箆肇重し、食管撤綾…（癬野織懇）反対、季馨藤安定、

構造改善事業での農家負握軽減を要求し、藍1幾党農政の修歪を主張していた縫。
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これは、もし麩民党が農協推薦躾補を擁立しなければ、農政批判を鯉由に農織

が自民党から離反し、参議醗選挙の鋳のような保守分裂や労農提携の再現もあ

むうるという§民覚への脅邊であったと患われる。

　§民党の県議たちは、来春の自身の改選を控えて農林漁業鐡体の圧力に抵抗

できなかった。鴛弩鎗8、自民党薬連執行部は東京で国会議員毯、農秣漁業毯

体代表と会談し、瞬藤推薦撤羅、増懸擁立という異舞の方針転換の決定を下さ

ざるを得なかった膨。講繍、海部の鰭透だった葎藤繋漁連会長が、この三者会

談の結果を醗部知事に伝えにいくと、購部はあつさ鯵鐡馬辞退を表明した．こ

れを受けて、鴛肩総Bの選鰐委員会では、椎名悦三郎票連会長が保守一基箆雛

自民党と農林漁業慈体の結束による必勝体麟を確認した。しかし逆に、県議鑓

のなかには県政が業罪毯体の圧力に羅したことへの不満が残った㈱。増田淑の

選挙体鱗は、県連中核の県議霧の腰が座らず、農協と轡会議鍛が主力となるし

かなかった。また、農協の下落からは、彩今醤の難事選挙について農協各連合

会長が積極的に特定政党に働きかけ公党の推薦問題にまで聾鐡しし、緩補者を

決めるということは問題がある」雛という幾判の声もあがった。

　縫方、社会党県連では、鱗部三選羅寵を確認すると、参議醗選挙の直後から

跳出愛朗代議士が中心となって簿部に勝てる候補、参議醗選挙での労農提携に

乗れる候補として千灘蓬の擁立を摸索していた。県労連鼕鼕には、それを「不可

解」ダ無筋操」とする幾甥もあった。しかし、千遜が「栓会党中心の野党連合

のバックアップと無所属の織広い支持を得たい」として、社会党に推薦を申し

入れ「薩藩三選瞬蓮・県政羅新3を訴えて、無勝羅革新の立場から出馬を表明

すると齢、筋層蟄誓1社会党県連、つづq2月38桑労連は保守県政打倒を妥協

的一一致点として千田推薦を決定した。縫会党が「選挙時無簸属・当選後入覚」

という推薦の条件を千醗に飲ませると・千蟹後援会は強く反発したが、やがて

霞幾党と農醸が増蟹一本イヒに成功すると、縫会党と千縢会の結束は強まった。
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鰺弱年、代の矯事選挙（塵）（窮月俊洋〉

麟　農践政治力の分裂

　難事選挙の購翻が増密漁（馨展覧・農協県連）婦千綴灘（歓会党・千慾会）

と決まると、爾灘の闘でキャスティング・ヴォートを握ったのは、参議錠選挙

で渡辺当選の推進力となった革新系の農協青年綴織の勤向であった。農青連は、

当擁参議醗選挙で敵にまわした千霞には与せず、農業構造改善事業を立案した

増蟹にも抵抗があった。それで、農臨の増田擁立が県連幹藻だけの勤海から農

民癌全体の増馨支持へと浸透していくのか、それとも、参議院選挙時の労農提

携が千蟹諏のなかに強く継承されるのか、これが難事選挙の騰数のカギとなっ

た醗。

　露諏の闘にあって、農書連は、参議院選挙の直後から政治結社の結成と来春

の地方選挙への農青連候補の送り鐵しによる農民政治力結集をめざした。そし

て、そ櫨朗22膿民政治連動結絞となって難化した・さ硫・農鯖

年部内の革新グループは、欝欝隼i月に渡辺勘吉を》一ダーとする農業霞題醗

究協議会を設立して、農協桑連による増懇推薦一本髭に抵抗した騰。それで、

農協青年認や農協職員連盟は、全藥的には農協の上下分裂を騒遷するため、知

事選挙への隣確な態度表醗を避け、各青年の自主投票としながら、社会党から

県議選・東磐井郡区に鐵馬する金野茂（農協青奪藻連合会会長）と、無駈属で

紫波部区に鐵駕する沼蟹憲明（農書連委員長）を支持することにした騰。

　欝63年の歪月が明けると、漸く爾嶽の選挙体麟と選挙運動が具弊乾した。増

田諏は農林漁業振興端策協議会（石蕗晋会長）が主催者となって、i捲下旬か

ら3惣こかけて遡、勲各部で圭醐磯政講灘鵬轍ていった・眠党

の難事選挙総括責任者には野原鑑勝、その補鑑役には及綴逸平（農民党繋連顧

織）が就任し、繭工農提携をアピールしていった。しかし、増懇が繋内で難名

度が低く、輸入候補・官僚イメージが拭えなかったこと、および農協下部まで

増量支持が浸透していかなかったことによって、紙大塔螢のブームは起こらな

かった聡。また、窪民党梨連は繭工業羅捧による増綴後援会を設立しようとし

たが、蔭工業者は態度を明確にすることをきらい、「農業偏重」に不安を慰む
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た。それで、県σ）許認｝壌こ関係する環境籍生覇業縫合を酸いて、蕗工業者の後

援会づく鯵は不発に終わった㈱。

　千瞬濠は、民娃党・全労会議、岩教緩、繋職繧、そして最後に共産党が、各々

社会党県連とのブ掛ソジ共藤の彫で千霞推薦を決定し、社会党の選挙総括責任

者には千瞬引き議しの中心だった詫ll墨愛郎が就任した。千鐡諏の選挙鉢毒彗は、

千醗会が主導権を持ちながら、社会党の支蔀単位ごとに農民政治連盤、農業弱

題醗究協議会、地区労、農嶽毒隼部・嬬人離などによる労農提携の選挙鰐策委

員会を結成していった。そして、千懇は蒙内の労騒綴金の春縫賃金討論集会や

年次大会に挨拶周むをして支持を要請した難、

　3月下旬から立会演議会が始まると、千醗と増田の溝で、その童張にきわだっ

た雄文をみせたのは農業構造改善事業だけだった懸。手懸が、零継農家の切捨

てになる、高利の借金が幾る、農産梅懸格が不安定で経営に録薩がない、地域

旛差を無擬している、と撹判ずると、増鐡ま、構造改善事業を最擁こ誘い鐵し

た立場から、新たな農村金議凝度を設けて助成するから麟の農政の方陶に従っ

て努力してほしい、繋北の織舞地帯には果樹や整農を導入したい、と説明した。

　岩手桑知事選挙は、臼畏・機会両党の激戦地・璽意地譲と位覆付けられ、池

田首櫓、海上委員長をはむめ、瞬党は大臣・幹部総動員で応援演謙会に駆けつ

けた。轟甫以下の選挙戦では、r綾織労緩を建がか鯵とする千醗綾補と、農協

役難の支持を受ける増遜躾補が纏年の参議院選挙で渡透勘吉氏が集めて農民票

を、いかに多く獲得するかが優劣のカギ」となった㈱む

　4メ誰7嚢の投票結果は、投票率82％、千懇談万票、増欝33万票で干縷が辛勝

した。千蒙は参議院蔦年闘の実績と橋名度で序盤は全漿的に優勢を維持した。

しかし、増懇は農協と慈蔑覚鑓会議嚢の綴織力で中盤に追い｝二げ、農群部で逆

転した。そして、最後に干縷が纏縫で増1辮こ肉迫し、釜ぞ、iと盛岡の労総票で勝

秘した。岩手桑政擁の革新系知事の誕生であった。翌欝の岩手麩1報は「千田氏

の勝縁1は、鯵庫七月の参議醗選挙で被会党が震麗した労農提携と千lll会の結束

が翼かったことで、増羅綾補の数磯はこれらを完全に雛毒しきれず」に華冬わった
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懲灘年代の惣事選挙（参（窮月竣洋）

ことである、と詳論してい轡．鵜灘濃墨榔で｛縛悩んだのは・農協青年

納の革新グループの影響力がなお健在で、隷琳レベルの労農提携が持続し

ていたからであった。当選がきまると、手懸縁選挙事務瞬で記者会見に臨み、

「農業の在り方を議ひてまわったことが農厩の共感を呼んだと思う」と感想を

運べた欝。

／董1臨千一i蹴鰐豫生まれ、i螂籟大緻〉卒・鶉鱒総督購富籐とな
　り、緯47年～詑年岩手繋麟知事、欝鑓年～騒年嚢密党代議士、欝誤算～63年岩

　手桑知事

轡審手暇欝62年3月9・i総噸年度喋政の施（土）（下）」・購6月3霧

　「岩手開発の簡題点と推進方策」

麟　千遜蓬　i鎗9年岩手桑生まれ、i§25年攣穏綴大学（商）卒、来英留学帰羅後、

　穰次で事業に失致し、上海の貿場会雛後：轟、中支簾振興役轟をへて、i麟7～62

　奪参議院議轟、欝63～簿隼岩手桑知事、桑弓1き揚げ煮更生連鷺鯉事長、凝漁港

　協会麟問

鱒　岩手馨報欝62隼5月§難「惣事選もからんで機妙雲

鱗　鍍辺勘吉　欝欝鐸小蒲高瀬卒、岩手票購買販売連にはいむ・産業繰念書年連

　釜岩手銀理事、全麟農業会企懸部長をへて、欝認年岩手桑繕絹連参事、i舗8年

　全醗農編中央会教毒部長

§
7
凸
む
§

欝乎嚢報欝62年2月欝猛「石懸氏を選任」

『岩手桑農＝毒協三十年史雌欝85奪、総べージ

竃手嚢報欝62年2月i駐「労総支持は露まる」

岩手嚢報欝62年2舞3霧「参駝選に緩補推薦」

麟　霧手藝報欝62年2薙8罎r野原民選繋水藻長瀦退玉屑4月2続1「総捲責任者

　野療氏就｛壬が焦点3、瞬5舞鍵難「カギ握る野原氏萱

蓼
警
警
麟
『
霧
嚢

髪彗手嚢報ig§2年5薙4霞紅支持懸｛本の動き①農業1灘｛本」

嚢手礫報鴛62年7月2嚢「渡邉氏、農盗勢力の騒騒3

器手屑鞍欝§2年7携6蓉「農艮票がカギにぎる」

岩手雛報鴛62奪7月鎗暮「気勢あげる農協」

岩手警報緯63年3月欝欝「無事躾補の人鵬素叢話

岩手疑報鯵62年8驚賀欝「惣事選の底流を探る」
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行政葦会譲葉第絡巻第i号

　　岩手嚢鞍ig62奪i2月i娼「次簸知事選、経過と展望」

　　岩手8報ig62隼鴛灘紛鰭羅氏、塵罵声饗へ」

　　岩手嚢輯欝62年聾舞2銀「農協大会、役員の尻をチクぎ毎

　　岩手8鞭緯62隼稔月2欝「増援氏も態勢確立へ涯

　　岩手馨i鍛欝§2隼稔月2欝「構造改善事業の翼題点」

　　岩手雑報i弱2彗嚢2舞i38「増墾氏1こしぼる」

　　岩手雛鞍欝§2年稔月露8「雍毅アンテナゴ

　　岩手8報欝63隼i月7響ヂ農協毯体の選挙運動」

　　岩手嚢鞍欝62年簸鍔6馨「千醍氏、鐡馬を表聡達

　　岩手8報i§翻年玉2趨繕鰭鎌拝馨の決戦ヘゴ

　　岩手屡報鐙§3年i欝3難「五ナ讐余に迫った桑知事選挙」

　　岩手8鞭欝総年3趨2極細「各種懇鉢の動き（．⇔農秣漁業、（申〉労働婆

　　県議選では、金野、沼籐ともに次点で惜験した

欝　岩手舞報i弱3年i縫綴8薪五十響余に追った桑知事選挙盛、購3篶8縫「知事

　選への奄難急ぐ　上　嚢畏党」

繍　岩手醤鞍i§総駕3月玉絹「各種縢鉢の動き（下〉蕗工業、l

13蓼　岩手§幸疑i§63葺三2鴛2§響～3薄墨繧ε璽巻き饑した難事選挙1聾～絡巧、　瞬3月9

　馨郵無事選への滞陣急ぐ　下　娃会党」

鯵　競欝紙翼岩手飯鴛63隼3月3i馨野千灘氏欠点だらけ」、騰4弄葺3琶「取り緩む

　姿勢に違い」

縫　岩手霞鞍鐙63年壌月露舞「千蟹麟獲は労農撰携」

灘　朝暮新懸岩手駿雄63奪4肩欝§「擁の革新知事誕生」

鯵

麟

麟

㈱

懸

餓

欝

騰

蕊

欝

欝

鰭

騒　岩手欝報欝63年4月2瞬ヂ知事選中盤の展望」

小　　括

　白鍵党政権初期の野党連合塗難事選挙を、以上のように分析してみると、そ

れらは保守二露残党県連の分裂、農民政治力絃集運動、労農提携、という三つ

の要素によって成立していたことがわかる。ここでは、この三つの要素につい

て鞍落しておく。
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欝5§隼代の知事選挙（毒（舜刀俊洋）

鱗　裸守分襲と農協勢力

　農協鐡身（推薦）の賢覧知事鑑補のなかで、明確に反癩民の立場から鐵駕し

たのは、宮城の大沼、西宮という社会党系候補だけであむ、飽の農協候補は多

くが自民党興連の有力者であむ、出馬にあたってまず霞民党公認を県連に申請

していた（富由、轟轟、滋賀、灘根、山梨）。茨城の農政連も、当祷自民党員

の猴補を擁立しようとし、地の勢力・躾補との調整役を赤城宗徳（岸内閣官房

長官、蕪茨城察農協中央会長）に鱗待していた。つまり、農協辣営の幹蕊は難

事選挙の直藩まで藏民党の内部にいたのであり、彼らが野党銘したのは、知事

選挙をめぐる自民党県連の分裂とその抗争で綾らが数銘した結果であった。

　この自蔑党県連分裂の内容を分類してみると、①保守合同前の痘毒党対改進

党、あるいは白蜜党内の吉鑓諏対鳩出漁の対立を継承した灘瞬薄立（宮城欝56、

滋賀、島根、広島）、⑫場織難事のその蟹友との難事職継承問題をめぐる蝿立

（福島、山梨）、③察議団多数滅と国会議員國の端立（富山、茨城、広島〉、と

その抗争のパターンは多様であ毒、㊧農協グループ対県連着羅という鰐立が当

観から存在したのは、富山だけであった。したがって、この知事選挙での繋立

は、当擁誼蔑党県連内鮪力者による権力抗争という騰が強かっ島しか

し、農協を基盤にした§民党内の少数諏が、この競争に敗駕し公認が獲簿でき

ないとわかると、立躾補藪念ではなく、脱党鎧社会党との連合を選択してまで

農協陣営からの独自候補擁立に露執したのが、この一連の簿事選挙の特徴であっ

た。そして、それを可能とし、必要としたのが農民政治力結集運動であった。

　やがて、知事選挙をめぐる露民党繋連の分裂は、欝欝年以鋒・党本藻や桑連

幹蕊の調整によって次第に党議されるようになり（島糧、宮城i鱒9、広島、山

梨）、i蕊4～蕊年とちがって野党連合灘が現職知事やその後纒者に跳戦しても

敗北するようになった。

121農民政治力結集運動

　農協繋連が、鯵蕊隼から欝総年にかけて、難事選挙に独客1候補（結集的に野
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行政蛙会論集　第露巻　第i号

党連合繧i補〉を擁立した背景婁こは、§民寛政癖の農業会礫イヒ政策（いわゆる海

野構想）と農業軽視の地域麗発政策があった。また、この時艱は地方財政の地

機・再建期とも重複していた。そして、全国農協中央会が、農協懇織による選

挙・政治への介入や農民政治力の結集罵農協政治連盤の結成1こは消極的であっ

たのに麟し（「低迷する農政運動」匿季刊農政の動き遜第5集、欝58奪鴛層を参

照）、多くの禦で農協幹蔀は、これらの政策が具体乾された燧々の繋政の場で

その農業軽視・農政不振1こ反発し、農協を選挙運動覆鉢化一政治醜体化して農

協の利益代表を銀政に送む識そうとした。これが、本論文の序章で紹介した空

井論文（2§働が解賭した国政に向かっての農民政治力結集運動の地方政治版

であった。欝灘～6§年には、全國農政鐡鯵連絡協議会、全国農民達盤、全瞬農

政連盟と、旛次いで農協政治鐡体が金園的ネットワークを形成しようとしたが、

その事務局が置かれた鯵、委員長を輩鐵したりして、琴一ダー役を務めたのは、

農協推薦知事が実理していた滋賀、三重、宮城の各梨の農協致治連蟹であった。

　ただし、本章で農協の知事選挙への対慈を分摂してみると、農協陣営の方鋭

は、「反現職知事ほ＝察政綱新による農協知事の実理1ことどまるものであって、

反自民の立場ではなく、また、農業・地域麗発・財政政策の修鐙案や麟案の提

示は不充分であり、当選した農協畿身（推薦〉野党連合難事やそれを支えた保

守系繋議は4年後の地方選挙までには、自民党藥連との関係を修復していた。

　全蟹的には、欝欝葎の統一地方選挙と参議銑選挙が農政連と1馨民党との鵠孫

の転換点といわれ、革新系の知事を当選させてきた農政連も含めて、これらの

選挙で農政連は自民党の選挙地盤とな吟始めた。農政連が与党化し、自民党は

農村に農協という大衆的支持綴織を獲得した（薪選挙と農民」ゼ季刊農政の動き遜

第7集、欝欝無6月）。

　農民政治力結集運動を、知事選挙への舞擁という観点から局漉麩分してみる

と、ig56～57年の宮城、富山、福島の事擁がこの運動の成立局諏、謄58～5§年

の滋賀、宮城、茨糠の事鱗がこの運動の発展・ピークの騰面、欝5§～63年の鶴

根、藤島、山梨、岩手の事携がこの運動の後退・終慰の轟轟、をそれぞれ表現

　　　　　　　　　　　　　　　一崖6一



欝講年代の知事選挙（違）（窮月竣洋）

していたといえる。まず、成立羅難では、農協察連の1｝一ダーである政治家が

知事選挙に立候補すると、農嶽各梨連・農協縫合長会は一致してそれを追認し、

緩織代表として推薦したのであ馨、候補擁立一選挙運動の主導権は候補者灘に

あった。また、選挙戦が邉づくと農協各察連・縫合長会は政治懇体を結成した

が、それは…時的な選挙運動蒙1体鎧集票綴織にとどまっていた。そして、発展

建麺に慰・ると、農鶴選麺常麟農緻治雛を睾縅して・粧的1敬昇

進鐵を準備し、海町韓に支部を縫織して、その政治力を強化・安定させようと

した。また知事選挙でも候補者に対する農靉靆の灘主牲が強まり、茨城では梨

内巻地区の農協緩台長会議が独自知事候補を擁立した。ところが、後退局面に

なると、再び農協1トダーである政治家・躾補者の主導権に、農協綾織が遼従

するようになった。そして、選挙戦では眠党系の農麟蛤長や果樹畜産農

協が農政連から騰退し、農協緩補の選挙運動は主に青黛離・婦人部によって据

われるようになった。もはや、農嶽綴織は野党｛ヒした農昆政治プ3結集運動によっ

ては統合されなくなっていた。

／3／労農鍵携

農翻携維薦）1麟趣絵党・露紡協と連合して矢麟選挙に臨んだのは・

巨眼党を離れた段階で、現職難事滅に勝利するための打算であ穆、農協知事が

実現できるならば、どの勢力とも野合したということであろう。その際、都市

藩に支持勢力を持たない農騰勢力にとっては、労農提携しか選択肢はなかった。

ただし、当時の農協幹蕩のなかには、農長運麟の遺産として、また蔭民党農政

幾判という政策的簸透感（護憲・平隷、樂政蔑土建、農業振興で政策協定）に

よって、社会党を支持する部分が姦在していた。それで、労農礎携によって集

政麟新：連鷺といった選挙共縫離i織を結成する餐祭毒こ、農鴇馨彗の抵抗は小さかった

ようである。

　被会党は、欝55～留年の選挙戦でのr／二げ潮雲がつづいており、知事選挙で

も稼守分裂での三つ督戦か、革新票以外の浮動票も獲得できる糞力躾補を擁立
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できれば、祇会党候補の当選も可能性を持っていた。ところが、多くの農樗県

では、そのような有力知事躾補を発掘・擁立できず、また現職撰会議翼の知事

選挙への擁立は本人も党本藩も鯵スクが大きいので消極麟であった。それで、

自民党県連の分裂という有利な条件の場合に、社会党にとって次善の策として

採購されたのが、この労農提携戦徳であった。社会党察連は、ゼ反§民」「反独

占」の立場から、票数賢覧として敵薄してきた現職知事や経裳者覆体の蓼一ダー

は推薦しにくかった。ただし、社会党県連が農協系保守政治家を推薦すること

には、薬毒灘の労鱗緩合縷彗に抵銃があり、労鐡緩合の選挙運動は盛む土が鯵を

欠いた。社会党本薬は、圭弱8年の衆議院総選挙とi§灘奪の統…地方選挙の結果

を「糠ぴ簸み玉そして農韓での影響力が弱いと総捲し、この労農提携璽知事

選挙を党勢拡大・政権接近のための麟琢として重擬し、鈴木・浅沼・佐々木ら

の党着羅や農民運動鐵身の代議士が積極的に癒講演議会に駆けつけた。しかし、

労農提擁がどの程度まで社会党の基本方鍔となっていたのか不購確で、懸々の

知事選挙では、漿連にとって労農提携は独自候補不在時の次善の策であり、繋

連一幕麟村レベルの労農提携は一時的な選挙共露に終わっていた。結果的に被

会党県連が主導して労農提携を追求したのは、宮城凝（欝5翫59、63年〉だけ

であった。

鰭　選挙戦の様穣

　選挙戦の特籔は、農政連と自罠覚とによる農協幹部・農村票の争奪戦となっ

たことである。そして、その争奪戦では・第繋こ、とりわけ域立一発展局嚢で

の農協倒の選挙運動にお継て、欝欝年代蒲半までの野覚連合にみられた反官僚・

反地県人意識による梨政麟新という消極的な形の漿民・地元意識ではなく、

「農業1暴には農民代表を」（宮城欝欝）、「強力な農業施策のためには農雛知事の

実現を」（姦し蟻編6）といった積極的な支援の声が農幾麟のなかから盛り上が

り、知事を露分たちの裾益代表ヂわれらの知事」とみる意識が強く現れていた。

第2に・この争奪戦は財政再建・農業振興、地域雛発政策によって影響を受診
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欝灘年代吟知事選挙（蔀（窮月俊洋〉

た。単続化して言えば、i弱9奪までは、農協勢力1誼民党農政に反発して知事

選挙で農政連1こ結集して、農協の纏織力で欝民党の有力者支配を麟していった。

また、農協候補は、中央壷結の艶残党知事に封親して県民連合による地元産業，

の振興を主張した。ところが、ig5§年以降は、農協勢1カのなかには霞民党の経

済成長政策を支持して、野党化した農政連から騰落していく繧霧が拡大し、農

政連は自艮党の綴織力に対抗できなくなっていった。そして、農協躾補による

農業基本法農政への幾判1ま、農民悪金鉢を引き付けることができなくなった。

この緯面の変化は、工業建・都市建が早くから進行して鄭毒斎場（農産麹およ

び労灘力市場）と結合した兼業・遜勤農家や果楼・畜産農家が増撫した西毒・

中薬地方で先行して現れ、それが遅れた東髭地方で1ま農政連と労農提携の政治

力が欝ε彗隼代まで保持された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
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